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市 民 憲 章
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　1. 心をやさしく 福祉のまちをつくりましょう
　1. 日日をはげみ 豊かなまちをつくりましょう
　1. 笑顔をたやさず 平和なまちをつくりましょう
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「牛久市役所に来ると元気がもらえる」そんなふうに市民

の皆さんに思っていただけるような、明るく元気な市役

所を目指し、職員一人ひとりがおもてなし
3 3 3 3 3

の心を持って、

明るく元気な「あいさつ運動」に取り組んでいます。

「あいさつ運動」を実施しています！

主な内容

◆新年のごあいさつ………………… 2P･3P

◆牛久市男女共同参画宣言都市記念式典

　うしく男・女フォーラム2015………… 4P・5P

◆牛久市総合防災訓練を実施しました……… 6P・7P

◆所得税還付申告説明会を開催します……… 8P

◆市県民税、所得税の申告について……… 9P

◆市内65カ所の放射線量率一覧表… ……10P

◆消費生活センターだより………………11P
・新成人の皆さん、ＳＮＳの利用にはご注意を！

◆牛久のわん・にゃんこ……………………11P

◆話題・街にひろう…………………12Ｐ～18P
・平成26年秋の叙勲、第23回危険業務従事者叙勲

・竜ヶ崎阿見線バイパス開通

・冬を彩る光のイルミネーション

◆こぼれ話 各時代の歴史より… …………19P

・再発見・牛久 第三十二話

◆暮らしの情報……………………20Ｐ～27P
・新年賀詞交換会にご参加を

・2台目の「震度計」を設置し多角的に測定します！

・図書館1月の予定

◆しあわせをよぶレシピ…………………28P
・手作りおせち

新年も地域の「ふれあい」を大切に！
元気なまちづくりを念頭に

　11月16日、神谷公会堂で「第25回神谷区ふれあい

の広場」が開催されました。晴天の空の下、「餅つき

大会」や各種模擬店、演芸などが行われ、親・子・

孫の三世代が交流を深めました。

　住民の皆さんは、「元気なまちづくり」を念頭に、

安全安心な地域となるようお互いに交流し、より一

層親睦が深まるよう努めました。

大人から子どもへと伝えられる昔懐かしい竹馬遊び
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ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
を
目
指
し
て

牛久市長

池辺　勝幸

　

謹
ん
で
新
年
の
御
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
心
も
新

た
に
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

平
素
か
ら
市
議
会
の
活
動
に
対
し
温
か
い
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
円
安
株
高
に
よ
り
、
一
部

大
企
業
に
は
明
る
さ
も
見
え
て
き
た
と
こ
ろ

で
す
が
、
大
多
数
の
人
々
に
は
、
豊
か
さ
を

実
感
し
に
く
い
一
年
で
あ
っ
た
よ
う
に
存
じ

ま
す
。
さ
ら
に
、
本
市
を
は
じ
め
地
方
公
共

団
体
に
お
い
て
は
、
厳
し
い
財
政
事
情
、
少

子
超
高
齢
化
、
地
方
分
権
等
、
将
来
に
向
け

た
大
き
な
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。
市
政

に
寄
せ
る
期
待
や
要
望
は
複
雑
多
岐
に
わ

た
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
適
切
に
対
応
す
る

た
め
に
は
行
政
の
こ
れ
ま
で
の
実
績
や
成
果

を
生
か
し
、
更
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
高

め
、
新
た
な
る
本
市
の
将
来
の
方
向
性
を
明

確
に
示
す
必
要
性
が
あ
り
ま
す
。

　

市

議

会

で

は「
議
会
改
革

特
別
委
員
会
」

を
設
置
し
、
昨

年
は
牛
久
市
議

会
初
の
議
会
報

告
会
を
開
催
し
、

多
く
の
市
民
の

皆
様
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し

た
。
ひ
き
つ
づ
き
本
年
も
、
市
民
の
皆
様
に

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
市
民
ニ
ー
ズ
と

社
会
情
勢
の
動
向
を
的
確
に
見
極
め
、
更
な

る
機
能
の
充
実
を
図
る
た
め
全
力
で
取
り
組

ん
で
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
も
、
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、

市
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
実
り
あ
る
飛

躍
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
祈
念
申
し

上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

共
に
語
り
、
協
調
で
き
る

　
　
　
　

街
づ
く
り
に
向
け
て

副議長
市川　圭一

議長
山越　守

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

牛
久
市
議
会

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

旧
年
中
は
市
政
運
営
に
多
大
な
る
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

現
在
、
牛
久
市
で
は
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
を

目
指
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
お
り
ま

す
。
自
然
と
食
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、

大
地
の
恵
み
を
感
じ
ら
れ
る
人
間
サ
イ
ズ

の
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

一
昨
年
の
12
月
に
は
、
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ

運
動
の
発
祥
の
地
で
あ
る
、
イ
タ
リ
ア
の

グ
レ
ー
ヴ
ェ
・
イ
ン
・
キ
ア
ン
テ
ィ
市
と

友
好
都
市
提
携
の
調
印
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
ワ
イ
ン
や
レ
ン
ガ
な
ど
を
通

じ
て
グ
レ
ー
ヴ
ェ
・
イ
ン
・
キ
ア
ン
テ
ィ

市
と
の
交
流
を
深
め
、
本
場
の
ス
ロ
ー
シ

テ
ィ
の
理
念
を
学
ん
で
い
く
こ
と
が
、
ス

ロ
ー
シ
テ
ィ
を
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
を
よ

り
一
層
推
進
す
る
こ
と
に
繋
が
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

他
に
も
、
子
育
て
支
援
や
食
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
地
産
地
消
な
ど
、
牛
久
市
独
自
の

ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
、
市
の
魅
力
を
市

外
の
方
々
に
も
広
め
る
こ
と
で
、
若
年
世

代
の
転
入
を
促
進
し
、
三
世
代
が
う
ま
く

つ
な
が
っ
て
い
け
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
市
民
の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご

多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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姉妹都市・親善友好都市から新年のメッセージ

■姉妹都市　カナダ ホワイトホース市から

　ホワイトホース市議会と市民を代表して、牛久の皆様に新年のご挨拶を申し上げます。

　ユーコン準州には、長い夜と、雪と、時にはマイナス20度以下になるほどの極寒を引き連れて冬が

訪れました。しかしこの冬があるからこそ、壮観なオーロラを見ることができます。どんどん短くなっ

た日照時間も12月21日を境にまた長くなってきています。姉妹都市提携30周年を記念する今年、牛久

からの国際交流派遣団をお迎えするのをとても楽しみにしています。牛久市との交換青少年プログラ

ムは、ホワイトホース市にとって最も成功している交換プログラムです。このプログラムは、参加した

多くの若者の人生をより豊かなものにしており、大変感謝しております。これからも、牛久の皆さんと

の素晴らしい関係を続けていけるのを楽しみにしています。新年が素晴らしい一年になりますように。

ホワイトホース市長

ダン・カーティス

■親善友好都市　宮城県 加
か み ぐ ん

美郡 色
しかまちょう

麻町から

　牛久市の皆様、明けましておめでとうございます。皆様方には、健やかに新春をお迎えのこ

ととお慶び申し上げます。昨年は、本町の「かっぱのふるさと祭り」抽選会時に牛久市出身の稀

勢の里関に華を添えていただき、町民一同たいへん感激いたしました。しかし、当日は台風の

影響により牛久市民の方々には、お出でいただけなくなり、残念に思っておりましたが、今年

お出でいただけるということで、とても嬉しく思っております。今後も交流事業を通して、牛

久市と色麻町の絆をより一層強いものにしていきたいと思います。今年8月に牛久市の皆様にお

会いできることを心から楽しみにしております。牛久市のますますのご発展と市民の皆様のご

多幸をお祈り申し上げ、新年のあいさつといたします。

色麻町長

伊藤 拓哉

■姉妹都市　茨城県 常
ひ た ち お お た し

陸太田市から

　明けましておめでとうございます。牛久市の皆様には、希望に満ちた新春を迎えられました

ことと、心からお慶び申し上げます。少子・高齢化が進行する中で、貴市が飛躍的に発展され

ておりますことは、誠に喜ばしい限りでございます。

　毎年、本市から「かっぱ祭り」や「Wai ワイ祭り」に参加させていただいた折には、心温まるお

もてなしをいただいておりまして、心から感謝申し上げます。今後とも、文化、産業、観光など、

それぞれの地域特性を生かした交流をとおして、両市の絆が更に深まることを心より期待いた

しております。貴市のますますのご発展と、市民の皆様のご健勝・ご多幸を心よりお祈り申し

上げ、新年のごあいさつといたします。

常陸太田市長

大久保  太一

グレーヴェ・イン・キアンティ市長

パオロ・ソッターニ

■友好都市　イタリア グレーヴェ・イン・キアンティ市から

　池辺市長と牛久市民の皆様に、心から新年のお祝いを申し上げます。

　私たちは遠く離れていますが、伝統を守る気持ちという点から見れば近いです。私たちの友

好都市提携は長い橋のようです。

　両市の結びつきを強くするために、ともに歩んでいきましょう。

　今年お会いできることを願っています。

■姉妹都市　オーストラリア オレンジ市から

　今年も姉妹都市である牛久市の池辺勝幸市長、市の職員の皆様、そして牛久市民の皆様に新年の

ご挨拶ができることを大変光栄に思います。オレンジ市役所とオレンジ市の地域の人々は、学校間で

の教育的・文化的な交流を奨励しております。昨年はオレンジ市内の高校に通う高校生が、牛久の生

徒さんやその家族の皆さんに温かく迎えて頂きました。この伝統を更に発展させ育んでいくことは、

とても重要な事だと思っています。このメッセージを書きながら、私たちが姉妹都市になって25周年

となる今年の7月28日がもうすぐそこまで迫っていることに気付き、大変わくわくします。この記念と

なる日が、関わる皆さま全てにとって特別なものとなるよう、力を合わせていければと思います。最

後に、オレンジ市役所、クリス・グリリス議長、オレンジ市姉妹都市委員会の委員およびオレンジ市

民を代表して、新年が皆様にとって幸福で、平和と調和に溢れたものとなりますよう願っております。

オレンジ市長

ジョン・デイビス
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牛久市男女共同参画宣言都市記念式典
うしく男

ひ と

・女
ひと

フォーラム 2015

■主催　牛久市、うしく男
ひと

・女
ひと

フォーラム2015実行委員会
■協力　�うしく明日をひらく女性の会、牛久市交通安全母の会、牛久市地域女性団体連絡会、ばらの会、
　　　　みっしぇるくらぶ、東洋大学附属牛久高等学校、茨城県立牛久高等学校、茨城県立牛久栄進高等学校
■後援　内閣府男女共同参画局、茨城県、茨城県教育委員会、牛久市教育委員会

問　市民活動課男女共同参画推進室  ☎内線1631  FAX873-2401  E メール shimin@city.ushiku.ibaraki.jp

入場無料
（予約不要）

※託児あり（要予約）。
※�手話通訳あり
　（要予約・平成27年1月
　13日（火）締め切り）。

プログラム

❶牛久市男女共同参画宣言都市記念式典　 ……午後1時～

　◆開会セレモニー
　◆宣言文の披露、合唱（牛久第一中学校混声合唱団）

❷うしく男
ひと

・女
ひと

フォーラム2015　…………………午後2時～

　◆演題　「人々がむすびつくまちづくり～交差点型社会への橋をかけよう～」
　◆講師：宮本太郎氏（中央大学法学部教授）
　◆市民へのメッセージ　アドバイザー：長谷川幸介氏（茨城大学准教授）

展示・販売

市内男女共同参画関連団体・事業所

「人々がむすびつくまちづくり
～交差点型社会への橋をかけよう～」

　　　講 師    宮
み や も と

本  太
た ろ う

郎 氏　（中央大学法学部教授）

講 演

平成27年1月24日土
【時間】午後1時～3時45分（開場：午前11時30分）

【場所】市中央生涯学習センター文化ホール

小さな「つながり」を大きな「ひろがり」へ
～まちづくりはひとづくり  男女共同参画の視点から～

宮本太郎氏プロフィール：政治学、福祉政治論専攻。政治学博士。中央大学大学院法学研究科博士課程修了。立命館大

学法学部助教授、ストックホルム大学客員研究員、北海道大学法学部教授などを経て、2013年より現職。内閣府参与、男

女共同参画会議議員など歴任。現在、中央教育審議会委員、日本学術会議連携会員、社会保障審議会委員などをつとめる。
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牛久市男女共同参画都市宣言

牛久市は、水と緑あふれる豊かな自然に恵まれ、

かっぱ伝説の残る牛久沼が、

四季折々の景色を見せてくれる、美しいまちです。

このまちで育まれた歴史と文化は、みんなの力で

今も輝き続けています。

今、少子・超高齢社会を迎え、経済の成熟、人口減少の中で、

わたくしたち牛久市民は、このまちに誇りを持ち、

世代をこえて、男女がともに自立し、学び合い、支え合い、

幸せを実感できる牛久市を築くため、

ここに「男女共同参画都市」を宣言します。

１　わたくしたち牛久市民は、男女がお互いの人権を尊重しあい、

　　笑顔があふれ、自分らしく、輝いて生きることのできるまち

　　をめざします。

１　わたくしたち牛久市民は、男女がその個性と能力を発揮し、　

　　郷土に愛着を持ちながら、お互いに助け合い、自然や食との

　　つながりを持って、自分らしく、心地よく、ゆとりを持って

　　生きる「スローシティ」のまちをめざします。

　牛久市では、平成15年3月に男女共同参画推進条例、男女共同参画推進基本計画を策定し、条例、
計画に沿ったさまざまな取り組みを実施してまいりました。策定から10年が経過し、取り巻く社会の
情勢は大きく様変わりしました。そのような中、少子・超高齢社会による労働力不足が懸念されており、
働きたい人が性別に関わりなくその能力を発揮でき、仕事と育児・介護などの家庭生活を両立できる
ようにするための男女共同参画の推進は、将来にわたり活力ある経済・社会を維持するためにも、男
女が安心して子どもを産み育て、家族としての責任を分かち合える社会を形成する上でも、必要不可
欠となっています。
　そこで、これまでの成果を踏まえつつ、より一層の推進を図るため、また、牛久市らしい「スロー
シティ（ゆとりを持って安心して生活できる支え合いの地域づくり）」と、男性も女性もともに多様な
生き方ができる地域社会を目指すため、市を挙げて男女共同参画社会づくりに取り組む姿を市民や事
業者に示し、男女共同参画社会の実現に向けての機運を高め、今後の取り組みにつなげていくことを
目的として男女共同参画都市宣言を行います。

牛久市男女共同参画都市宣言の目的

牛久市男女共同参画都市宣言文
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平
成
26
年
11
月
22
日
に
、「
安
心
し

て
、ず
っ
と
住
み
た
い
ま
ち
づ
く
り
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
総
合
防
災
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
総
合
防
災
訓
練
は
、
茨
城
県

南
部
を
震
源
と
す
る
直
下
型
地
震
が

発
生
し
、
牛
久
市
で
は
震
度
６
強

（
茨
城
県
南
部
地
震
）が
発
生
し
た
と

い
う
想
定
で
、
市
と
市
民
・
各
関
係

機
関
な
ど
が
連
携
し
一
体
と
な
っ
て

行
っ
た
も
の
で
、
約
１
４
０
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

■
初
動
訓
練

　

午
前
８
時
、
訓
練
開
始
を
告
げ
る
緊
急

地
震
速
報
が
防
災
行
政
無
線
、
か
っ
ぱ

メ
ー
ル
、
エ
リ
ア
メ
ー
ル
で
市
内
全
域
に

発
信
さ
れ
、
一
斉
に
机
や
テ
ー
ブ
ル
の
下

に
隠
れ
体
を
保
護
す
る
初
動
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
午
前
８
時
に
市
民
が
一

斉
に
避
難
行
動
を
と
る
初
動
訓
練
お

よ
び
安
否
確
認
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

全
市
民
を
対
象
と
す
る
訓
練
で
あ
り
、

日
ご
ろ
の
防
災
対
策
を
確
認
す
る

き
っ
か
け
づ
く
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
訓
練
は
牛
久
運
動
公
園

に
お
い
て
行
わ
れ
、
多
目
的
広
場
に

災
害
対
策
本
部
を
設
置
、
災
害
情
報

収
集
訓
練
、
住
民
避
難
訓
練
、
避
難

所
の
受
付
訓
練
、
応
急
救
護
所
の
開

設
・
運
営
訓
練
、
倒
壊
家
屋
か
ら
の
救

出
・
救
護
訓
練
、
負
傷
者
の
搬
送
訓
練
、

初
期
消
火
訓
練
、
炊
き
出
し
訓
練
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
終
了
後
、
参
加
さ
れ
た
さ
ま

ざ
ま
な
市
民
の
方
が
、
と
も
に
訓
練

に
参
加
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域

の
防
災
力
が
よ
り
高
ま
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

牛
久
市
で
は
、
今
後
も
定
期
的
に

総
合
防
災
訓
練
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 
■
災
害
要
援
護
者
安
否
確
認

　

24
行
政
区
お
よ
び
２
準
行
政
区
に
よ
る

要
援
護
者
の
安
否
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

 

■
災
害
対
策
本
部
設
置

　

市
職
員
が
牛
久
市
役
所
か
ら
牛
久
運
動

公
園
に
移
動
し
、
多
目
的
広
場
に
災
害
対

策
本
部
を
本
部
要
員
、
事
務
局
に
よ
り
設

置
し
ま
し
た
。

牛
久
市

総
合
防
災
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た

■
災
害
情
報
収
集
訓
練

　

被
害
情
報
を
把
握
す
る
た
め
に
、
市
の

被
害
情
報
収
集
班
、
牛
久
市
消
防
団
や
牛

久
消
防
署
の
被
害
情
報
収
集
班
が
災
害
情

報
を
随
時
災
害
対
策
本
部
に
Ｍ
Ｃ
Ａ
無
線

機
に
よ
り
報
告
、
被
害
状
況
を
把
握
し
ま

し
た
。

■
住
民
避
難
訓
練

　

竹
の
台
、
上
柏
田
、
下
根
、
ひ
た
ち
野

東
の
４
行
政
区
は
徒
歩
で
、
ほ
か
の
24
行

政
区
は
車
両
で
牛
久
運
動
公
園
の
避
難
場

所
に
避
難
を
行
い
ま
し
た
。

■
避
難
所
の
受
付
訓
練

　

牛
久
運
動
公
園
多
目
的
広
場
で
避
難
者

の
避
難
受
付
業
務
を
行
い
ま
し
た
。

災害対策本部設置

災害情報収集訓練

初動訓練

避難所の受付訓練

住民避難訓練

避難者への説明の様子

　
　

安
心
し
て
、
ず
っ
と
住
み
た
い
ま
ち
づ
く
り 
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講　評

■
応
急
救
護
所
の
開
設
・
運
営
訓
練

　

牛
久
運
動
公
園
多
目
的
広
場
に
白
テ
ン

ト
の
応
急
救
護
所
を
開
設
し
、
運
営
を
行

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
救
出
さ
れ
た
負
傷
者
の
け
が
の

状
況
を
、
竜
ヶ
崎
市
・
牛
久
市
医
師
会
牛

久
支
部
お
よ
び
牛
久
愛
和
総
合
病
院
、
つ

く
ば
セ
ン
ト
ラ
ル
病
院
に
よ
り
ト
リ
ア
ー

ジ
し
、
災
害
医
療
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

※
ト
リ
ア
ー
ジ
…
負
傷
度
に
よ
り
、
負
傷

者
の
選
別
を
行
う
こ
と
。

■
倒
壊
家
屋
か
ら
の…

�

救
出
・
救
護
訓
練

　

牛
久
消
防
署
特
別
救
助
隊
に
よ
り
、
倒

壊
家
屋
２
棟
か
ら
、
被
災
さ
れ
た
負
傷
者

を
救
出
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
救
出
さ
れ
た
負
傷
者
の
け
が
の

状
況
を
、
ト
リ
ア
ー
ジ
し
ま
し
た
。

■
負
傷
者
の
搬
送
訓
練

　

自
主
防
災
会
か
ら
、
24
人
の
参
加
に
よ

り
、
救
出
さ
れ
た
負
傷
者
を
担
架
で
応
急

救
護
所
ま
で
搬
送
し
ま
し
た
。

■
初
期
消
火
訓
練

●�

各
行
政
区
70
人
の
参
加
に
よ
り
、
２
列

で
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
に
よ
る
初
期
消
火
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。

　

行
政
や
関
係
機
関
と
大
勢
の
市
民

の
皆
さ
ん
が
連
携
し
た
、
有
意
義
な

総
合
防
災
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。
参

加
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
真
剣
な
姿
に
感

心
い
た
し
ま
し
た
。
知
る
、
体
験
す

る
こ
と
で
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　

稲
敷
地
方
広
域
市
町
村
圏

　
　
　
　
　

事
務
組
合
消
防
本
部

消
防
長　

酒
井　

健
生

●�

各
行
政
区
お
よ
び
学
校
教
職
員
34
人
の

参
加
に
よ
り
、
水
消
火
器
を
使
用
し
て

の
初
期
消
火
活
動
を
体
験
し
ま
し
た
。

●�

牛
久
運
動
公
園
多
目
的
広
場
内
に
簡
易

防
火
水
槽
を
使
用
し
、消
防
団
66
人（
第

８
・
第
９
・
第
10
・
第
11
・
第
12
・
第

13
・
第
14
・
第
16
・
第
17
・
第
18
分
団
）

が
、
消
火
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

■
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
復
旧
訓
練

　

茨
城
県
南
水
道
企
業
団
、
東
京
電
力
竜

ケ
崎
支
社
、
東
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社

■牛久市総合防災訓練�

竜
ヶ
崎
支
社
、
東
京
ガ
ス
竜
ヶ
崎
支
社

の
参
加
に
よ
り
、「
電
気
」、「
水
」、「
通
信
」、

「
ガ
ス
」の
復
旧
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

■
炊
き
出
し
訓
練

　

陸
上
自
衛
隊
隊
員
、
各
行
政
区
の
皆

さ
ん
お
よ
び
学
校
教
職
員
、
市
職
員
の

参
加
に
よ
り
、
防
災
用
大
鍋
４
個
で
１

５
０
０
人
分
の
豚
汁
や
お
に
ぎ
り
の
炊

き
出
し
を
行
い
、
参
加
者
全
員
で
試
食

し
ま
し
た
。

問　

交
通
防
災
課
☎
内
線
１
６
８
１
、

１
６
８
２

　

大
規
模
災
害
で
は
、
他
地
域
か
ら

の
支
援
に
は
時
間
を
要
す
る
た
め
、

頼
り
に
な
る
の
は
ご
近
所
の
人
た
ち

で
す
。
災
害
か
ら
身
を
守
る
一
番
良

い
方
法
は
、防
災
訓
練
に
参
加
し
て
、

備
え
て
お
く
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
　

牛
久
市
消
防
団

団
長　

山
岡　

恒
夫

　

皆
様
の
旺
盛
な
指
揮
、
機
敏
な
行

動
を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て

大
変
心
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

災
害
発
生
の
際
に
は
警
察
も
皆
様

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
迅
速
に
対
応

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

茨
城
県
牛
久
警
察
署

署
長　

橋
本　

康
一
郎

初動訓練

国土交通省機材展示 炊き出し訓練

ライフライン復旧訓練初期消火訓練

応急救護所の開設・運営訓練

負傷者の搬送訓練

倒壊家屋からの救出・救護訓練

初期消火訓練
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所
得
税
還
付
申
告
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

所
得
が
給
与
所
得
の
み
で
、
年
末
調
整
が
済
ん
で
い
る
方
を
対
象
と
し
た
医
療
費
控
除
と

公
的
年
金
の
み
の
受
給
者
で
他
に
所
得
の
な
い
方
を
対
象
と
し
た
確
定
申
告
書
の
説
明
と
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

◆日時および説明会区分（雑損控除の申告をされる方は受け付けできません）

期日 受付開始時間 説明開始時間 説明区分 場所

2月10日
（火）

午前9時30分 午前10時 給与所得者の医療費控除申告 市保健センター
研修室（2階）午後1時 午後1時30分 年金受給者の申告（他に所得がない方）

・�説明開始時間までに受け付けを済ませてください。当日は説明を聞きながら、そ

の場で申告書を作成していただきますので、説明開始時間に遅れると確定申告書

などの作成ができない場合があります。

・�説明会は説明区分に従って行いますので、当日の説明区分に該当しない方は、受

け付けできませんのでご了承願います。

・�説明区分がどちらであっても、住宅借入金等特別控除を初めて申告される方は、

市では受け付けできませんので、税務署での申告をお願いします。

◆共通して必要な物

　源泉徴収票原本（平成26年分）、計算機、筆記用具（ボールペン）、印鑑（認印）、還

付金の振込口座の分かるもの（申告者本人名義のもの）

◆各種控除に必要な物

《年金受給者の方》

　①社会保険料支払証明書（国民健康保険税、介護保険料、任意継続保険料など）

　②生命保険料、地震保険料などの控除証明書

　③�医療費控除を併せて受けるときは、下記の《医療費控除を受ける方》を参照してく

ださい。

《医療費控除を受ける方》

①医療費の領収書（会社や健康保険組合などから発行される医療費明細書は不可）

　※あらかじめ治療を受けた人ごと、病院・薬局ごとに集計しておいてください。

　※領収日が平成26年中であることを確認してください。

　※�介護老人施設などで提供を受ける施設サービスの費用は、領収書に医療費控除

対象額が明記されていることを確認してください。明記されていない場合は、

施設などへ事前に確認し、医療費控除対象額を明確にしておいてください。

②�生命保険会社や健康保険組合などから給付、補てんされた額の分かる書類（高額

療養費・マル福などにより補てんされた金額を含む）

◎確定申告用紙は、国税庁ホームページから入手できます。また、1月下旬ごろから

牛久市役所税務課でもお渡しできる予定です。

個人で事業を行っている方の記帳・帳簿等の保存制度について

　個人の白色申告の方で事業所得、不動産所得または山林所得を生ずべき事業を行う全ての方（所得税

および復興特別所得税の申告の必要がない方を含む）は、平成26年1月から記帳と帳簿書類の保存が必

要です。

　なお、記帳・帳簿などの保存制度や記帳の内容の詳細は、国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）に

掲載されていますので、ご覧ください。

　詳しくは竜ケ崎税務署個人課税第一部門（☎0297-66-1303※自動音声に従い「2」を選択してください）

にお問い合わせください。

税務署からのお知らせ
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市
県
民
税
、所
得
税
の
申
告
に
つ
い
て

◆
申
告
が
必
要
な
方

①
事
業
所
得（
営
業
、
農
業
所
得
な
ど
）や
不
動
産
所
得
、

雑
所
得
、
譲
渡
所
得
な
ど
が
あ
る
方

②
給
与
所
得
者
で
、「
給
与
支
払
報
告
書
」
が
勤
務
先

か
ら
市
へ
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方
、
年
の
途
中
で

退
職
し
、
そ
の
後
就
職
し
な
か
っ
た
方
、
年
末
調

整
を
受
け
な
か
っ
た
方

③
給
与
所
得
者
で
、
給
与
の
他
に
所
得
の
あ
っ
た
方
、
ま

た
は
２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
た
方

④
年
金
受
給
者
で
源
泉
徴
収
税
額
の
あ
る
方
、
２
カ
所

以
上
か
ら
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
、
ま
た
、
各
種

の
所
得
控
除
を
受
け
る
方

⑤
雑
損
控
除
、
医
療
費
控
除
、
住
宅
借
入
金
等
特
別

控
除
な
ど
を
受
け
る
方

⑥
ど
な
た
の
扶
養
に
も
入
っ
て
い
な
い
方

※
国
民
健
康
保
険
税
や
介
護
保
険
料
の
算
定
、
各
種
証

明
書
の
交
付
の
関
係
上
、
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
告
に
必
要
な
物

①
源
泉
徴
収
票
原
本（
給
与
・
年
金
な
ど
）、
印
鑑
、
所

得
税
還
付
の
場
合
の
口
座
番
号（
申
告
者
名
義
）

②
収
支
内
訳
書（
事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
な
ど
が

あ
る
方
）

③
各
種
控
除
証
明
書
や
医
療
費
の
領
収
書（
国
民
健
康
保

険
税
、
国
民
年
金
保
険
料
、
農
業
者
年
金
保
険
料
、
介

護
保
険
料
、
生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料
、
支
払
っ
た

医
療
費
の
補
て
ん
金
額
な
ど
）

◆
注
意
事
項

１　

事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
の
収
支
内
訳
書
を
作

成
さ
れ
る
方
で
、
震
災
で
被
害
を
受
け
た
事
業
用

の
資
産
が
あ
る
場
合
に
は
、
税
務
署
へ
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

２　

今
回
初
め
て
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け

る
方
、
過
年
分
の
申
告
を
す
る
方
、
給
与
所
得
者

の
特
定
支
出
の
控
除
の
特
例
を
受
け
る
方
、
事
業

所
得
な
ど
の
申
告
で
初
め
て
収
支
内
訳
書
を
作
成

さ
れ
る
方
、
土
地
や
家
屋
、
株
式
、
ゴ
ル
フ
会
員

権
な
ど
の
譲
渡
所
得
、
青
色
申
告
、
贈
与
税
、
消

費
税
な
ど
の
申
告
は
、
市
の
会
場
で
は
受
け
付
け

で
き
ま
せ
ん
の
で
税
務
署
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い

（
注
意
事
項
１
・
２
の
申
告
内
容
の
方
で
も
、
相

談
を
要
し
な
い
提
出
の
み
の
方
は
、
申
告
受
付
日

に
限
り
、
申
告
書
を
お
預
か
り
し
ま
す
）。

３　

申
告
会
場
は
大
変
混
み
合
い
ま
す
。
前
も
っ
て

次
の
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
な
ど
の
申
告
を
す
る
方
は
、

帳
簿
、
領
収
書
な
ど
を
整
理
し
、
収
支
内
訳
書
を
必

ず
作
成
し
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
治
療
を

受
け
た
人
、
病
院
・
薬
局
ご
と
に
領
収
書
を
整
理（
日

付
が
平
成
26
年
中
で
あ
る
こ
と
を
必
ず
確
認
）し
、
合

計
金
額
を
算
出
し
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い（
介
護
老
人

施
設
な
ど
で
提
供
を
受
け
る
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
費
用

は
、
領
収
書
に
医
療
費
控
除
対
象
額
が
明
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
明
記
さ
れ
て
い

な
い
場
合
は
施
設
な
ど
へ
事
前
に
確
認
し
、
医
療
費

控
除
対
象
額
を
明
確
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
）。

４　

確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
方
は
、
市
県
民
税
申

告
書
を
提
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

５　

申
告
期
間
の
初
め
と
最
後
の
１
週
間
は
会
場
が

大
変
混
み
合
い
、
お
待
ち
い
た
だ
く
時
間
が
長
く

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問　

税
務
課
☎
内
線
１
０
５
６
～
１
０
５
９

【受付期間】　2月16日（月）～3月16日（月）※土・日曜日を除く。
【受付時間】　午前8時45分～午後4時
【受付場所】　市保健センター研修室（2階）
※�休日は2月22日および3月1日の日曜日に限り、午前8時45分～午後3時まで受け付けを実施します。

◎奥野地区は次の日程で出張受け付けを実施します。

　【申告受付日】	・1月29日（木）…奥原町、井ノ岡町、小坂町、福田町にお住まいの方

	 ・1月30日（金）…久野町、正直町、島田町、桂町にお住まいの方

　【場所・時間】 奥野生涯学習センター…午前9時30分～正午、午後1時30分～4時

 

～
確
定
申
告
書
は

自
宅
で
作
成
で
き
ま
す
～

　

確
定
申
告
期
間
中（
２
月
16
日
～
３
月

16
日
）は
、
確
定
申
告
会
場
が
大
変
混
雑

し
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
と
な

り
ま
す
。
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」を
利
用
す
れ

ば
、
ご
自
宅
で
確
定
申
告
書
等
が
作
成
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（w
w

w
.n

ta.g
o.jp

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

～
公
的
年
金
等
受
給
者
に
係
る

確
定
申
告
不
要
制
度
に
つ
い
て
～

　

平
成
23
年
分
以
降
の
各
年
分
に
お
い

て
、
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合
計
額

が
４
０
０
万
円
以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
公

的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金

額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、
所

得
税
の
確
定
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
左
記
の
場
合
に
は
申
告
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

※�

所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
の
な
い
場

合
で
あ
っ
て
も
、
市
県
民
税
の
各
種
所

得
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
市
県
民

税
の
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※�

所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め
に
は
、
確

定
申
告
書
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※�

確
定
申
告
書
の
提
出
が
要
件
と
な
っ
て

い
る
控
除（
例
え
ば
、
純
損
失
や
雑
損

失
の
繰
越
控
除
な
ど
）の
適
用
を
受
け

る
場
合
に
は
、
確
定
申
告
書
の
提
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

問　

竜
ケ
崎
税
務
署
☎
０
２
９
７
・
66
・

１
３
０
３（
自
動
音
声
案
内
）

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
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施設名
測定日 測定

の高さ10/3～9 12/2～8

保

育

園

奥野小地区社協事務所（旧・中央保育園） 0.098 0.096

0.5m

上町保育園 0.126 0.126
つつじが丘保育園 0.094 0.094
向原保育園 0.076 0.071
栄町保育園 0.102 0.104
下根保育園 0.106 0.118
つばめ保育園 0.092 0.094
つばめ保育園牛久駅前分園 0.086 0.080
ふたばランド保育園 0.080 0.076
つつじが丘ふたばランド保育園 0.073 0.060
牛久保育園 0.074 0.080
牛久ひかり保育園 0.108 0.108
牛久ふれあい保育園分園 0.104 0.104
ひたち野うしく保育園つくしんぼ 0.063 0.064
奥野さくらふれあい保育園 0.092 0.096

牛久みらい保育園 0.045 0.050

牛久めぐみ保育園 0.074 0.072
牛久さくら保育園 0.100 0.112

幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園

第二幼稚園 0.082 0.080

0.5m

かわい幼稚園 0.088 0.094
牛久幼稚園 0.096 0.096
ひたち野牛久幼稚園 0.086 0.098
こばと幼稚園 0.073 0.084
フレンド幼稚園 0.074 0.075
うしく文化認定こども園 0.061 0.078
牛久教会こどものいえ幼稚園 0.076 0.070

小

学

校

牛久小学校 0.062 0.070

0.5m

岡田小学校 0.088 0.088

奥野小学校 0.090 0.096

牛久第二小学校 0.076 0.076
中根小学校・第一幼稚園 0.074 0.074
向台小学校・牛久ふれあい保育園 0.082 0.084
神谷小学校 0.071 0.067
ひたち野うしく小学校 0.114 0.100

施設名
測定日 測定

の高さ10/3～9 12/2～8

中

学

校

牛久第一中学校 0.092 0.092

1m
牛久第二中学校 0.106 0.109
牛久第三中学校 0.092 0.074
下根中学校 0.086 0.092
牛久南中学校 0.082 0.084

高

校

牛久高校 0.074 0.083
1m東洋大学附属牛久高校 0.098 0.092

牛久栄進高校 0.080 0.076

そ

の

他

こども発達支援センターのぞみ園 0.094 0.086

0.5m
神谷小さくら台児童クラブ 0.122 0.120
教育センターきぼうの広場 0.118 0.136
すくすく広場 0.076 0.090
牛久クリーンセンター 0.116 0.127 1m
牛久自然観察の森 0.129 0.125

0.5m二池 0.125 0.126
東みどり野区民会館 0.137 0.136

公

園

ひたち野みずべ公園 0.125 0.138

0.5m

ひたち野さくら公園 0.056 0.054
ひたち野おやま公園 0.050 0.058
刈谷第１街区公園 0.082 0.082
本町第１街区公園 0.074 0.084
田宮東街区公園 0.061 0.068
みどり野第１街区公園 0.063 0.104
小坂第１街区公園 0.063 0.067
柏田第２街区公園 0.048 0.074
栄町第１街区公園 0.065 0.060
牛久運動公園 0.122 0.090
牛久運動広場 0.070 0.064
奥野運動広場 0.118 0.108
栄町運動広場 0.163 0.156
女化運動広場 0.139 0.148

※測定器：エネルギー補償型ガンマ線用シンチレーションサーベ
イメータ TCS-172B（日立アロカメディカル（株））を使用。

市内65カ所の放射線量率一覧表（保育園・幼稚園・小中学校・高校・公園など）
　　　　　　　　　　　　　　（単位：マイクロシーベルト / 時）

● 10月実施　ゲルマニウム半導体検出器による分析結果 

測定機種：P 型ゲルマニウム半導体検出器
（CANBERRA 社製 GC2018-7500SL-2002CSL）

単位：Bq/Kg（ベクレル / キログラム）
協力：公益財団法人震災復興支援放射能対策研究所

※�対象施設の10月7日～10日の給食（保育園はおやつも含む）を4日分ま

とめて1検体とし、放射性セシウムが1ベクレル未満でも検出できる

ゲルマニウム半導体検出器を用いた検査を行いました。ゲルマニウ

ム半導体検出器を用いた検査は平成25年7月に開始して以来、30回

実施しており、これまで放射性セシウムの検出例はありません。

ミキサー給食検査

セシウム134 セシウム137

向台小学校
不検出

（下限値は0.72）
不検出

（下限値は0.62）

中根小学校
不検出

（下限値は0.59）
不検出

（下限値は0.66）
牛久第三
中学校

不検出
（下限値は0.50）

不検出
（下限値は0.69）

つつじが丘
保育園

不検出
（下限値は0.59）

不検出
（下限値は0.53）

● 配膳前ミキサー給食検査700回突破

　配膳前の給食を毎日調べている配膳前ミ

キサー検査は、平成24年2月のスタート以来、

平成26年12月15日で701回目を迎えました。

これまで放射性セシウムの検出例はありま

せん。（検出限界：セシウム合計20Bq/Kg）

● 陰膳検査

　配膳前ミキサー給食検査の検体を、更に時間をかけ、精度を

あげた検査を行いました（検出限界：セシウム合計10Bq/Kg）。

11月に実施した市立保育園および小・中学校のミキサー給食の

検査結果は、この検査でもすべて不検出でした。

測定機種：ガンマ線スペクトロメーター LB2045（ベルトールドジャパン株式会社）
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ドッグラン市民無料開放日
1月11日（日）・14日（水）・28日（水）

問　ツインギー・アンド・パラダイス（猪子町832-5）
☎886-6616

※�この事業は、ツインギー・アンド・パラダイス

のご厚意により、無償で行っています。

※�利用条件…①飼い犬の登録および狂犬病予防

注射の接種。②混合ワクチンの接種（接種済証

明書またはコピーを持参してください）など。

※�施設利用の初回には、施設の利用基準に従っ

た審査（しつけ・気性）を受けてください。

「牛久のわん・にゃんこ」　　　　　　　　　　　　 　問　環境政策課☎内線1563

堀江家（刈谷町）“タロ”（4歳）

　3年前にあまりに人懐こくて、うちの子になったタロです。推定4歳、

体重6kg 超に成長しました。一見強面ですが、気弱で甘えん坊で、子猫

の面倒をみてくれる気の優しいおじさん猫です。

※あなたとワンちゃん・ネコちゃんのエピソードを聞かせてください！

※掲載希望の方は、環境政策課か下記宛先まで、住所、氏名、電話番

号に写真とエピソード（100文字程度）を添えて郵送または、E メール

（kankyou@city.ushiku.ibaraki.jp）でお送りください。

【応募先】　〒300-1292牛久市中央3-15-1　牛久市役所環境政策課

　　　　　「牛久のわん・にゃんこ係」

　「動物福祉」という言葉をご存じですか？ 

動物福祉とは動物の身体的、行動的、精

神的な要求の充足度であり、動物の立場

から彼らの幸福や QOL（生活の質）の向上

を図り追求するもので、人間の感情で幸

不幸を決めるのではなく、科学的根拠（生

理・習性・生態）に基づき、ひと社会の中

で動物が受ける苦痛を排除するという考

えのもとに成り立つものです。

消費生活に関するご相談は牛久市消費生活センターへ
【相談日】　月～金曜日（午前9時～午後4時）

【問い合わせ】　牛久市消費生活センター　☎830-8802　FAX830-8803

消費生活センター
だより

新
成
人
の
皆
さ
ん
、

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
に
は
ご
注
意
を
！

　

成
人
式
を
迎
え
る
皆
さ
ん
へ

　
　
　

若
者
に
多
い
相
談
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

 

事
例
１ 

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
知
り
合
っ
た
人
に
呼
び
出
さ
れ
化
粧
品
を
販
売
す
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
ビ
ジ
ネ
ス
に
誘
わ
れ
た
。
口
コ
ミ
で
広
め
て
い
く
こ
と
で

マ
ー
ジ
ン（
仲
介
料
）が
入
る
と
聞
い
た
。
そ
の
場
で
や
り
た
く
な
い
と

断
っ
た
が
、
そ
の
ま
ま
で
は
帰
れ
な
い
雰
囲
気
に
な
っ
て
し
ま
い
契
約

書
を
書
い
て
し
ま
っ
た
。
次
回
登
録
料
を
支
払
う
約
束
を
し
て
い
る
が

断
り
た
い
。

 

事
例
２ 

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
、
知
ら
な
い
人
か
ら「
友
達
に
な
っ
て
欲
し
い
」と
申
請
が

あ
り
承
認
し
た
。「
ブ
ロ
グ
を
や
っ
て
い
る
の
で
見
て
欲
し
い
」と
メ
ー
ル

が
来
た
。
ブ
ロ
グ
だ
と
思
っ
て
入
っ
た
と
こ
ろ「
登
録
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
、ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
」と
い
う
の
で
入
力
し
た
。

不
審
に
思
い
確
認
す
る
と
出
会
い
系
サ
イ
ト
に
登
録
し
て
い
た
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
発
生
し
て
い
る
ト
ラ
ブ
ル
で
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
サ
イ
ト
に
書
き
込
ん
だ
情
報
や
、
や
り
取
り
を
踏
ま
え
て
勧

誘
さ
れ
る
こ
と
で
相
手
を
信
用
し
や
す
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
Ｓ
Ｎ

Ｓ
に
限
ら
ず
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は
匿
名
で
の
や
り
取
り
が
可

能
で
す
。
相
手
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
情
報
や
相
手
が
書
き
込
ん
だ
情
報

を
う
の
み
に
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※�

Ｓ
Ｎ
Ｓ（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
）
… 

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
利
用
し
て
、
自
己
の
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
を
登
録
・
公
開
す
る
こ
と
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
お

い
て
友
人
・
知
人
と
繋
が
り
交
流
で
き
る
サ
ー
ビ
ス



－広報うしく　２０１５．１．１－  12

話題
街にひろう

受章おめでとうございます
　長年にわたり、社会のために尽力した叙勲などの受章者が発表され、

市内では次の方々が受章しました。皆さん、受章おめでとうございます。

※今回、市内で叙勲を受章された方は

21人いらっしゃいますが、掲載の許可

をいただいた方のみ掲載しています。

第
23
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

＊
瑞
宝
中
綬
章

清
水　

實
嗣
さ
ん

（
元　
（
独
）
農
業
・
生
物
系
特
定

産
業
技
術
研
究
機
構

動
物
衛
生
研
究
所
長
）

＊
瑞
宝
小
綬
章

宮
本　

武
人
さ
ん

（
元　

日
本
橋
郵
便
局
長
）

＊
瑞
宝
小
綬
章佐

藤　

眞
士
さ
ん

（
元　

工
業
技
術
院
物
質
工
学
工
業

技
術
研
究
所
統
括
研
究
調
査
官
）

＊
瑞
宝
小
綬
章

山
本　

清
さ
ん

（
元　

特
許
庁
審
査
業
務
部

出
願
支
援
課
長
）

＊
瑞
宝
双
光
章

松
嶋　

成
佳
さ
ん

（
元　

国
土
地
理
院
主
任
監
査
官
）

＊
瑞
宝
小
綬
章

光
田　

敦
さ
ん

（
元　

特
許
庁
審
判
部
審
判
長
）

＊
瑞
宝
単
光
章

倉
澤　

和
雄
さ
ん

（
元　

各
種
統
計
調
査
員
）

＊
瑞
宝
小
綬
章

中
山　

和
郎
さ
ん

（
元　

工
業
技
術
院
物
質
工
学
工

業
技
術
研
究
所
首
席
研
究
官
）

＊
瑞
宝
双
光
章

沖
野
谷　

徹
さ
ん

（
元　

警
視
庁
警
視
）

＊
瑞
宝
双
光
章

初
田　

明
夫
さ
ん

（
元　

東
京
消
防
庁
消
防
監
）

 

＊
瑞
宝
単
光
章

新
居　

祥
夫
さ
ん

（
元　

警
視
庁
警
部
）

＊
瑞
宝
双
光
章

北
原　

政
之
さ
ん

（
元　

警
視
庁
警
部
）

＊
瑞
宝
双
光
章

松
本　

昭
さ
ん

（
元　

警
視
庁
警
部
）

 

＊
瑞
宝
単
光
章

岩
崎　

哲
治
さ
ん

（
元　

警
視
庁
警
部
補
）

　

＊
瑞
宝
単
光
章

小
西　

政
則
さ
ん

（
元　

警
視
庁
警
部
）

＊
瑞
宝
双
光
章

戸
舘　

善
敬
さ
ん

（
元　

警
視
庁
警
部
）

＊
瑞
宝
双
光
章

和
田　

義
信
さ
ん

（
元　

警
視
庁
警
視
）

＊
瑞
宝
双
光
章

長
澤　

孝
文
さ
ん

（
元　

警
視
庁
警
視
）

＊
瑞
宝
単
光
章

篠
原　

正
三
さ
ん

（
元　

東
京
消
防
庁
消
防
司
令
）

平
成
26
年 

秋
の
叙
勲
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12
月
２
日
、
阿
見
町
吉
原
地
内
の
県

道
竜
ヶ
崎
阿
見
線
バ
イ
パ
ス
の
供
用
が

開
始
さ
れ
、
開
通
式
典
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

同
バ
イ
パ
ス
は
牛
久
市
久
野
町
地
内

と
阿
見
町
島
津
地
内
を
結
ぶ
主
要
幹
線

道
路
で
あ
り
、
開
通
に
よ
り
首
都
圏
中

央
連
絡
自
動
車
道
の
阿
見
東
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
へ
の
接
続
が
向
上
し
、
周
辺
道

路
の
渋
滞
緩
和
な
ど
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

式
典
に
は
、
竜
ケ
崎
工
事
事
務
所
や
阿

見
町
な
ど
の
関
係
者
約
70
人
が
出
席
し
、

牛
久
市
か
ら
は
野
口
憲
副
市
長
と
山
越

守
市
議
会
議
長
ら
が
出
席
し
ま
し
た
。

竜
ヶ
崎
阿
見
線
バ
イ
パ
ス
開
通

～
圏
央
道
へ
接
続
強
化
～

開通を記念し、テープカットが行われました

　

11
月
29
日
、
約
12
万
個
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電

飾
で
牛
久
駅
周
辺
を
彩
る「
ブ
リ
ア
ン
ト

ヴ
ィ
ル
う
し
く
」の
点
灯
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

冬
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
恒
例
と
な
っ
た

こ
の
イ
ベ
ン
ト
も
今
年
で
９
回
目
。
式
典

で
は
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
に
よ
る
ハ
ン
ド
ベ

ル
演
奏
が
ク
リ
ス
マ
ス
ム
ー
ド
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
会
場
の
皆
さ
ん
の

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
の
中
、
池
辺
勝
幸
市

長
ら
が
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
イ
ッ
チ

を
入
れ
て
、
電
飾
を
点
灯
。
市
内
在
住

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ら
に
よ
り
制
作
さ
れ
た

巨
大
な
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
と
ハ
ー
ト
の

形
を
し
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
火

が
灯
も
り
ま
し
た
。

　

今
年
は「
輝
き
の
ギ
リ
シ
ャ
神
殿
」を

テ
ー
マ
に
、
50
本
の
光
の
柱
が
飾
ら
れ

冬
を
彩
る
光
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ンる

な
ど
、
見
物
者
は
幻
想
的
な
雰
囲
気

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
今
回
は
約
１
カ

月
か
け
て
、
市
内
の「
知
的
障
害
者
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
わ
く
わ
く
」の
障
が
い
者
が
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
制
作
に
協
力
し
た

り
、
電
源
に
太
陽
光
発
電
を
利
用
し
た

り
す
る
な
ど
、
人
や
環
境
に
も
優
し
い

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
２
月
15
日

ま
で
の
毎
日
、
午
後
４
時
か
ら
午
前
１

時
ま
で
点
灯
し
て
い
ま
す
。

牛
久
の
菊
・
名
称
決
定

牛久の太陽
（黄色）

松下勝司さん、柏敏雄さん、

中山安代さん（ともに牛久市）命名

牛久の雅
（ピンク色）

首藤照美さん

（稲敷市）命名

牛久の希望
（紫と白色）

腰替京子さん

（牛久市）命名

　

11
月
に
開
催
し
た「
第
５
回
う
し
く

菊
ま
つ
り
」会
場
で
募
集
し
た
３
種
類
の

菊
の
新
品
種
の
名
前
が
決
定
し
ま
し
た
。

応
募
総
数
57
通
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
の

は
、
左
記
の
名
称
で
す
。

1

2

3

1. 牛久駅西口イズミヤ横に設置されたツリー

2. ガールスカウトによるハンドベルの演奏

3. 牛久第一中学校混声合唱団による合唱



－広報うしく　２０１５．１．１－  14

第
３
回
み
ん
な
の
し
あ
わ
せ
見
本
市

　

11
月
16
日
、
牛
久
運
動
公
園
体
育
館

で「
第
３
回
み
ん
な
の
し
あ
わ
せ
見
本

市
」
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
家
族
連
れ

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
体
力
テ
ス
ト
や
口
腔
が

ん
検
診
な
ど
体
の
健
康
度
を
測
っ
た

り
、
医
師
を
は
じ
め
と
す
る
専
門
家
に

よ
る
健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
設
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

「
健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
」に
は
自

分
の
血
管
年
齢
や
脳
年
齢
を
測
ろ
う
と

多
く
の
方
が
列
を
作
り
ま
し
た
。
子
ど

も
と
一
緒
に
参
加
し
た
男
性
は「
近
所

な
の
で
子
ど
も
を
遊
ば
せ
に
来
た
。
こ

う
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
と
助
か
り
ま

す
。
子
ど
も
の
コ
ー
ナ
ー
以
外
に
も
健

康
コ
ー
ナ
ー
に
も
立
ち
寄
り
ま
し
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

来場者も座ってストレッチ体操！

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
の
甲
子
園

　

11
月
23
日
、「
第
11
回
牛
久
か
っ
ぱ

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
」
が
行
わ
れ
、
全

国
の
強
豪
32
チ
ー
ム
に
よ
る
熱
い
闘
い

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
平
成
24
年
か
ら
市
所

有
の
カ
ラ
ー
コ
ー
ト
が
使
用
さ
れ
、
地

域
女
性
団
体
に
よ
る
地
元
野
菜
と
味
噌

を
使
っ
た「
か
っ
ぱ
汁
」の
無
料
配
布
や

物
産
展
も
同
時
開
催
す
る
ほ
か
、
小
学

生
を
対
象
と
し
た
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
教
室

な
ど
、
参
加
型
の
催
し
物
も
あ
る
の
が

特
徴
で
す
。

　

開
会
式
で
選
手
宣
誓
を
し
た「
牛
久

ト
ラ
イ
ズ
」
の
キ
ャ
プ
テ
ン
・
能
登

鉄
真
さ
ん（
岡
田
小
学
校
６
年
生
）
は

「
ボ
ー
ル
を
良
く
見
て
プ
レ
ー
し
て
大

差
で
勝
て
る
よ
う
頑
張
り
た
い
」
と
抱

負
を
語
り
ま
し
た
。

地元から出場！「牛久トライズ」

安
全
・
安
心
で

明
る
い
ま
ち
を
つ
く
ろ
う
！

　

11
月
29
日
、
牛
久
市
役
所
会
議
室
で

「
交
通
安
全
・
防
犯
・
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
力
作
に「
市
長
賞
」、「
警

察
署
長
賞
」な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
防

犯
ポ
ス
タ
ー
小
学
生
の
部
で「
市
長
賞
」

と
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
の
部
で「
教
育
長

賞
」を
受
賞
し
た
向
台
小
学
校
の
中
島
義

真
さ
ん
は「
２
つ
受
賞
で
き
て
嬉
し
い
。

努
力
し
て
良
か
っ
た
」と
喜
び
を
話
し
て

い
ま
し
た
。
今
回
表
彰
さ
れ
た
作
品
は
、

ポ
ス
タ
ー
や
カ
レ
ン
ダ
ー
、
作
文
集
な

ど
に
し
て
、
交
通
安
全
や
防
犯
な
ど
の

啓
発
活
動
に
使
わ
れ
る
予
定
で
す
。

池辺市長などから表彰を受ける子どもたち

第
20
回
記
念
う
し
く
現
代
美
術
展

　

11
月
16
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で
、
市

中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で「
第
20
回

記
念
う
し
く
現
代
美
術
展
‐
20
年
目
の

脈
動
‐
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

美
術
展
は
作
家
・
市
民
・
行
政
が
連
携

を
と
り
、
芸
術
振
興
に
大
き
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
記
念
企
画
と
し
て
実
施
さ
れ

た「
ナ
イ
ト
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
で
は
、

石
彫
作
品
へ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン

マ
ッ
ピ
ン
グ
や
音
楽
家
に
よ
る
展
示
会

場
で
の
ラ
イ
ブ
演
奏
な
ど
、
一
夜
限
り

の
ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。ま
た
、「
チ
ャ
リ
テ
ィ
小
品
展
」

で
は
出
品
作
家
が
制
作
し
た
小
品
を
展

示
販
売
し
、
そ
の
売
り
上
げ
の
一
部
を

来
場
者
用
車
椅
子
と
し
て
寄
贈
す
る
予

定
で
い
ま
す
。

スペシャルイベントとして実施さ

れた音楽家によるライブ演奏
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地
域
の
皆
さ
ん
に
感
謝

　

11
月
15
日
、
牛
久
小
学
校
体
育
館
で

「
牛
久
っ
子
オ
ー
ル
感
謝
祭
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
、
日
頃
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
地
域
の
方
々
に
感

謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
学

習
活
動
の
成
果
を
発
表
し
て
意
欲
を
高

め
、
文
化
や
芸
術
に
親
し
む
こ
と
を
目

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

午
前
中
は
お
世
話
に
な
っ
た
地
域
の

方
々
の
紹
介
に
続
き
ス
ラ
イ
ド
を
上

映
。
そ
の
後
、
児
童
た
ち
は
歌
や
楽
器

演
奏
の
発
表
を
し
ま
し
た
。
午
後
は
、

牛
久
市
民
吹
奏
楽
団
に
よ
る
演
奏
が
行

わ
れ
、
児
童
た
ち
に
人
気
の
ア
ニ
メ
ソ

ン
グ
な
ど
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。
児
童

た
ち
は
み
ん
な
立
ち
上
が
り
、
体
を
動

か
し
な
が
ら
元
気
に
踊
り
ま
し
た
。

小
川
芋
銭
検
定 

牛
久
三
中
編

　

11
月
18
日
、
牛
久
第
三
中
学
校
１

年
生
１
５
９
人
の
皆
さ
ん
が「
小
川
芋

銭
検
定 

牛
久
三
中
編
」を
受
験
し
ま
し

た
。「
小
川
芋
銭
検
定
」
は
、
市
ゆ
か
り

の
日
本
画
家
・
小
川
芋
銭
を
深
く
知
り
、

郷
土
の
文
化
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
お

う
と
、
平
成
20
年
度
か
ら
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
、
生
徒
た
ち
は「
総
合
的
な
学

習
の
時
間
」
の
中
で
郷
土
の
偉
人
で
あ

る
小
川
芋
銭
の
人
生
や
作
品
に
つ
い
て

学
び
、
初
め
て
行
わ
れ
る「
小
川
芋
銭

検
定 

牛
久
三
中
編
」の
受
験
に
臨
み
ま

し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
検
定
の
た
め
の

講
座
や
小
川
芋
銭
検
定
の
過
去
問
題
を

通
し
て
勉
強
し
て
き
た
の
で
、
試
験
当

日
は
自
信
を
持
っ
て
受
験
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

学習の成果を発揮する生徒たち

親
睦
を
深
め
る
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

　

11
月
27
日
、
小
坂
団
地
区
民
会
館
で

小
坂
団
地
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ（
三
宅
幸
夫

会
長
）の
定
例
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

小
坂
団
地
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
で
は
、
定

例
会
や
日
帰
り
バ
ス
研
修
旅
行
、
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
を
通
じ
て
住
民
同
士
の
親

睦
を
図
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
定
例
会

で
は
、誕
生
月
で
あ
る
方
の
紹
介
や「
自

由
発
言
コ
ー
ナ
ー
」
な
ど
の
ほ
か
に
、

牛
久
市
出
前
講
座「
広
報
紙
が
で
き
る

ま
で
」
な
ど
も
行
わ
れ
、
参
加
者
た
ち

は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

三
宅
会
長
は「
普
段
か
ら
繋
が
り
を

も
っ
て
孤
独
死
を
防
い
だ
り
、
皆
が
健

康
で
あ
る
た
め
に
ク
ラ
ブ
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

出前講座を熱心に聞くメンバー

思わず立ち上がって踊る児童たち

み
ん
な
で
そ
ば
が
き
を
堪
能

　

11
月
23
日
、
奥
野
小
地
区
社
会
福
祉

協
議
会
主
催
で「
秋
そ
ば
収
穫
祭
」が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
収
穫
祭
は
、
奥
野
小
地
区
社
協

事
務
所（
旧
中
央
保
育
園
）
で
実
施
さ

れ
、
今
年
で
３
回
目
。
そ
ば
は
、
奥
野

農
業
体
験
広
場「
ゆ
め
」の
そ
ば
畑
約
６

反
歩
で
育
て
ら
れ
た
も
の
で
、
８
月
に

種
を
撒
き
、10
月
に
収
穫
さ
れ
ま
し
た
。

丹
精
込
め
て
育
て
た
そ
ば
を
利
用
し
て

作
ら
れ
た
そ
ば
が
き
け
ん
ち
ん
汁
が
５

０
０
人
分
無
料
で
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
元
の
小
学
４
年
生
の
男
児
は「
今
年

初
め
て
収
穫
祭
に
参
加
し
た
。
食
べ
物
や

遊
び
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
に
ぎ
や
か
で
楽

し
い
。
そ
ば
が
き
を
食
べ
る
の
を
楽
し
み

に
し
て
来
た
」と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。そばがきけんちん汁は参加者に大好評
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歳
末
た
す
け
あ
い
托
鉢

　

12
月
２
日
、
牛
久
市
仏
教
会
に
よ
る

托
鉢
行
脚
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
国
道
６

号
や
牛
久
駅
な
ど
を
歩
い
た
一
行
は
、

最
後
に
牛
久
市
役
所
へ
到
着
。
市
役
所

内
で
は
、
各
フ
ロ
ア
ー
を
回
っ
て
寄
付

を
募
り
、
市
職
員
や
来
庁
者
が
募
金
の

協
力
を
し
ま
し
た
。

　

多
く
の
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
善
意

の
募
金
30
万
２
７
２
９
円
は
、
牛
久
市

社
会
福
祉
協
議
会
を
通
じ
て
、
低
所
得

者
や
75
歳
以
上
の
独
居
者
な
ど
の
支
援

に
使
わ
れ
ま
す
。

寄せられた善意を手渡す牛久市仏教会の皆さん

県
勢
発
展
の
功
績
者
表
彰

　
　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

11
月
13
日
、
茨
城
県
庁
で
開
か
れ
た「
平
成
26
年

度
茨
城
県
表
彰
式
」で
市
内
在
住
の
薬
剤
師
・
根
本

清
美
氏（
茨
城
県
薬
剤
師
会
会
長
）
に
、
茨
城
県
か

ら
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た（
下
写
真
）。

　

茨
城
県
薬
剤
師
会
の
役
員
と
し
て
、
多
年
に
わ
た

り
茨
城
県
の
保
健
衛
生
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
た
功
績

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

保健衛生の向上に貢献された根本さん

茨
城
県
知
事
表
彰

　

11
月
21
日
、
下
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委

員
会
が「
茨
城
県
知
事
表
彰
」の
報
告
の

た
め
、
市
役
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
は
、
社
会
福
祉
事
業
に
関

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
10
年
以
上

に
わ
た
り
率
先
し
て
活
動
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
月
１
回「
子
育
て
サ
ロ
ン
」や

「
下
町
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
を
開
催
し
、

子
育
て
世
代
や
地
域
住
民
の
交
流
な
ど

に
努
め
る
と
と
も
に
、「
元
気
教
室
」
や

「
防
災
探
検
隊
」な
ど
福
祉
活
動
へ
も
協

力
。
朝
夕
に
は
小
学
生
の
見
守
り
パ
ト

ロ
ー
ル
も
行
う
な
ど
、
現
在
も
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。

下
根
中
学
校
か
ら
表
敬
訪
問

　

11
月
14
日
、
下
根
中
学
校
の
岩
田
博

校
長
が「
平
成
26
年
度
い
ば
ら
き
理
科

教
育
振
興
事
業
」
で
茨
城
県
知
事
表
彰

の
報
告
を
す
る
た
め
、
市
役
所
を
訪
問

し
ま
し
た
。
同
校
は
理
科
教
育
の
推
進

に
継
続
し
て
取
り
組
み
、
顕
著
な
実
績

を
収
め
た
た
め
、
県
知
事
か
ら
表
彰
状

と
賞
賜
金
１
０
０
万
円
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、神
奈
川
県
で
開
催
さ
れ
た「
第

45
回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競

技
大
会
」
の
中
学
２
年
女
子
の
部
１
０

０
ｍ
で
全
国
３
位
に
な
っ
た
小
倉
梨
央

さ
ん
も
報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。
小
倉
さ

ん
は「
昨
年
は
予
選
落
ち
で
悔
し
か
っ

た
が
、
今
回
は
３
位
に
な
れ
て
う
れ
し

い
」と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

表敬訪問した下町ボランティア委員会

表敬訪問した岩田校長（右写真の左）と小倉梨央さん（左写真中央）
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第40回行政区対抗パパさん野球大会
＜10月5日～11月2日、16行政区参加＞

順　位 行政区名
優　勝 刈谷行政区
準優勝 上町行政区
第３位 小坂団地行政区、上池台、第8岡見連合

優
勝
し
た
刈
谷
行
政
区

「第20回関東古希野球大会」
牛久ゴ－ルデンボ－イズが優勝

　11月11日から13日にかけて、水戸市民球場ほ

かで「第20回関東古希野球大会」が開催されまし

た。牛久ゴ－ルデンボ－イズは、決勝戦で日立球

友（茨城県）に4対3で勝利し、見事優勝しました。

平成26年度牛久市民硬式テニスダブルス大会結果
＜11月3日、牛久運動公園サンシャインテニスコート＞

部　門 優　勝 準優勝

男子ダブルス
1位・2位トーナメント 田村 奨悟・鹿志村 尚 中村 賢二・日置 豊
3位・4位トーナメント 本名 将之・吉田 敏也

男子シニアダブルス
1位・2位トーナメント 今野 薫・鱧永 孝博 泉田 昌之・川畑 広文
3位・4位トーナメント 海老澤 満・岸川 典昭

女子ダブルス
1位・2位トーナメント 名畑 美和・張 藍 小松 恵美子・中澤 守代
3位・4位トーナメント 平元 涼子・鈴木 泰子

税
制
改
正
に
関
す
る
提
言

ふ
る
さ
と
寄
附
金

　

11
月
25
日
、（
一
社
）
竜
ケ
崎
法
人
会

（
細
谷
典
幸
会
長
）か
ら
池
辺
勝
幸
市
長

に「
平
成
27
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る

提
言
」が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
言
書
で
は
、
厳
し
い
経
営
実
態
を

踏
ま
え
、
中
小
企
業
の
活
性
化
を
図
る

税
制
措
置
な
ど
を
提
言
し
ま
し
た
。

　

11
月
17
日
、
牛
久
市
商
工
会
女
性
部

か
ら
池
辺
勝
幸
市
長
に
、
ふ
る
さ
と
応

援
寄
附
金
と
し
て「
う
し
く
Ｗ
ａ
ｉ
ワ

イ
ま
つ
り
」
の
バ
ザ
ー
収
益
金
３
万
円

が
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
寄
付
金
は

市
の
目
指
す「
子
育
て
日
本
一
の
ま
ち

づ
く
り
」の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

竜ケ崎法人会の皆さん

幼
稚
園
生
が
感
謝
の
気
持
ち

　

牛
久
幼
稚
園
の
児
童
34
人
が
交
通
安
全
教
化
員
に
感

謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
た
め
、
市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

２
０
１
５
年
の
手
づ
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
を
手
渡
し
た

園
児
た
ち
は「
い
つ
も
お
仕
事
ご
苦
労
さ
ま
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」と
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え

ま
し
た
。
交
通
安
全
教
化
員
は「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
道
路
を
歩
く
と
き
は
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
と
手
を

繋
い
で
歩
い
て
く
だ
さ
い
」と
お
願
い
を
し
ま
し
た
。

牛久市商工会女性部の皆さん
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短
歌
・
俳
句
・
川
柳

コ
ー
ナ
ー

大
空
や
雁
並
び
飛
ぶ
お
正
月

田
宮　

岡
村
さ
ん

金
婚
式
喜
び
の
日
や
菊
香
る

下
根
町　

菅
原
さ
ん

此
の
秋
は
天
気
景
気
が
不
安
定

神
谷　

加
藤
さ
ん

寒
い
空
雪
が
ち
ら
つ
く
針
仕
事

小
坂
町　

桜
井
さ
ん

水
澄
む
や
体
い
と
へ
と
お
の
が
影

結
束
町　

髙
嶋
さ
ん

美
し
く
凍
て
つ
く
空
の
月
あ
か
り

中
央　

い
し
な
べ
雪
風

年
末
は
振
込
詐
欺
に
注
意
し
よ
う

さ
く
ら
台　

月
田
さ
ん

山
茶
花
や
手
の
温
も
り
を
親
子
連
れ

小
坂
町　

塚
本
さ
ん

い
そ
い
そ
と
良
い
年
向
え
希
望
も
ち

刈
谷
町　

小
山
さ
ん

ツ
リ
ー
へ
の
飾
り
と
拾
う
松
ぼ
っ
く
り

神
谷　

小
杉
さ
ん

七
五
三
ち
ょ
っ
と
お
す
ま
し
は
れ
す
が
た

中
央　

ば
ー
ば

　このコーナーでは、市民の皆さんから寄せられたイラストや俳句、川柳などを紹介しています。なお、お便り

には住所と氏名、電話番号を記入してください。また、匿名希望の方は、その旨記入してください。ペンネーム

も OK です。紙面の都合上、全てを掲載できない場合がありますが、今後もお便りをお待ちしています。

【あて先】　〒300-1292　牛久市中央3-15-1 「広報うしくちょっと休憩」係

　　　　　 E メール shimin@city.ushiku.ibaraki.jp

花で心豊かに！ふれあい美花市民の会
　ふれあい美花市民の会では、心豊か

な潤いのある活気に満ちた「美しい地

域づくり街づくり」を目指して、市内

24団体と幼稚園・小学校・中学校が一

体となり毎年積極的に活動しており、

地域では、花づくりを通しての三世代

の交流も盛んです。

　また、会では「牛久市花いっぱい運

動コンクール」の開催や、花の知識・

栽培技術の向上を図るための視察研修

会、春の活動に向けての講習会等も開

催しています。さらに、大好きいばら

き県民会議主催の「花と緑の環境美化

コンクール」にも毎年参加しています。

　　～新規団体随時募集中！～

問　市中央生涯学習センター☎871-2301

「第42回花と緑の環境美化コンクール」審査結果

賞　名 部　門 団体名

茨城県花き

園芸協会長賞

フラワーロードの部 かみや緑の里親元気クラブ

地域の部 刈谷地区自治会

「第25回牛久市花いっぱい運動コンクール」審査結果

賞　名 ロード ･ 地域団体の部 学校の部
会長賞 むつみ区民会 中根小学校
特別賞 第八岡見カトレアの会 牛久南中学校

努力賞

栄西シニアクラブ栄寿会

かみや緑の里親元気クラブ

刈谷地区自治会

第一幼稚園

向台小学校

神谷小学校

牛久第二中学校

下根中学校

敢闘賞
女化西区

柏田台自治会
ひたち野うしく小学校

※上記審査結果は、市ホームページでも写真入りで紹介しています。
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再
発
見
・
牛
久
第
三
十
二
話

牛
久
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員　
　
　

栗く
り
は
ら原　

功
い
さ
お　

　

蕃
山
と
古
河
藩

　

―

蕃
山
の
古
河
地
方
の
諸
治
績―

　

蕃
山
は
、
岡
山
藩
藩
主
池
田
光
政
に

番ば
ん
が
し
ら

頭（
格
は
家
老
に
次
ぐ
職
）と
い
う
重

職
で
仕
え
、
経
世
済
民
に
手
腕
を
発
揮

し
て
い
た
が
、
致ち

し仕
し
て
知
行
地
だ
っ

た
寺
口
村（
蕃し

げ
や
ま山

村
）に
隠
退
に
し
た
。

　

当
時
、
江
戸
幕
府
の
将
軍
は
、
徳
川

第
４
代
家
綱（
在
職
１
６
５
１
年
～
１

６
８
０
年
）
で
、
家
綱
は
仁
政
思
想
を

も
っ
て
幕
政
を
武
断
政
治（
武
力
を
背

景
に
し
た
強
引
な
政
治
）
か
ら
文
治
政

治（
学
問
や
法
制
の
力
）
へ
の
転
換
を

図
っ
て
い
た
。

　

家
綱
は
、
陽
明
学
を
極
め
、
実
践
的

な
経
世
思
想
に
特
色
が
あ
り
、
諸
藩

主
や
京
の
公く

卿ぎ
ょ
うの

間
に
名
声
高
い
蕃
山

の
閉
居
を
大
い
に
惜
し
ん
で
内
命
を
下く

だ

し
た
。
そ
の
内
命
に
よ
っ
て
蕃
山
は
、

各時代の歴史よりこぼれ話

は
講
談『
水
戸
黄
門
漫
遊
記
』
の
モ
デ

ル
）。
守
久
は
青
年
の
頃
、
諸
国
武
者

修
行
に
出
て
、
柴
田
勝
家
、
宇
喜
多
秀

家
、
福
島
正
則
ら
に
仕
え
た
。

　

鮭け
い

延え
ん

寺
と
蕃
山
の
墓
所

　

古
河
市
大
堤（
旧
総
和
町
）
の
曹
洞

宗
大
本
山
永
平
寺
直
末
正
源
山
鮭
延
寺

は
、
江
戸
幕
府
第
３
代
将
軍
徳
川
家
光

治
世
下
の
慶
安
元
年（
１
６
４
８
年
）ま

た
は
寛
永
14
年（
１
６
３
７
年
）６
月
の

開
創
と
言
わ
れ
、
開
基
は
鮭さ

け

延の
ぶ

越
前
守

秀
綱
で
あ
る
。
秀
綱
は
出で

わ
の
く
に

羽
国
庄
内
藩

主（
現
山
形
県
鶴
岡
市
）最
上
家
の
重
臣

で
禄
高
１
万
５
千
石
を
与
え
ら
れ
て
い

た
が
、
最
上
家
が
故ゆ

え

あ
っ
て
改
易
と
な

り
家
臣
離
散
と
な
っ
た
。
出
羽
を
去
る

秀
綱
の
徳
を
慕
う
家
臣
14
名
が
付
き
従

い
、
主
従
は
下
総
佐
倉
藩
主（
の
ち
大

老
）土
井
利
勝
の
も
と
に
身
を
寄
せ
た
。

利
勝
が
古
河
に
移
封
に
な
る
と
、
秀

綱
と
14
名
の
家
臣
も
古
河
に
移
っ
て
き

た
。利
勝
よ
り
、秀
綱
は
５
千
石
を
も
っ

て
処
遇
さ
れ
、
約
11
町
歩
の
屋
敷
が
与

え
ら
れ
た
。
秀
綱
は
５
千
石
の
禄
全
部

を
家
臣
た
ち
に
分
け
与
え
、
順
番
に
寄

食
し
て
余
生
を
送
っ
た
が
、
正
保
３
年

（
１
６
４
６
年
）、
84
歳
を
も
っ
て
病
没

し
た
。
旧
家
臣
た
ち
は
、
古
河
藩
主
土

播は
り
ま
の
く
に

磨
国
の
明あ

か

し石
藩（
現
兵
庫
県
明
石
市
）

藩
主
松
平
信
之
に
預
け
ら
れ
た
。
信
之

が
大
和
国
郡
山（
現
奈
良
県
大
和
郡
山

市
）
に
移
封
に
な
る
と
蕃
山
も
移
り
、

さ
ら
に
下

し
も
う
さ
の
く
に

総
国
古
河（
現
茨
城
県
古
河

市
）
に
移
封
に
な
る
と
古
河
に
も
移
っ

て
き
た
。

　

蕃
山
は
、
古
河
藩
の
民
政
面
に
助

言
を
与
え
て
い
た
。
そ
の
治
績
に
は
、

渡
良
瀬
川
築
堤（
蕃
山
堤
と
い
う
）
や
、

菅す
が
か
さ笠

つ
く
り
・
杭く

い

打う

ち
法
な
ど
が
あ
る
。

　

蕃
山
は
、
古
河
に
４
年
間
い
て
、
元

禄
４
年（
１
６
９
１
年
）
に
病
没
し
た
。

藩
主
土
井
忠
之
は
、
蕃
山
を
儒
礼
を

も
っ
て
正
源
山
鮭け

い

延え
ん

寺（
現
古
河
市
大

堤
）に
葬
っ
て
い
る
。

　

蕃
山
の
養
父
熊
沢
守
久

　
　

―

徳
川
光
圀
の
御お
も
り
や
く

守
役―

　

蕃
山
の
養
父
熊
沢
半
右
衛
門
守
久

（
母
方
の
祖
父
）の
父
玄
理
は
徳
川
家
康

の
家
臣
で
あ
っ
た
。
守
久
は
、
水
戸
・

徳
川
家
初
代
頼
房
に
召
し
抱
え
ら
れ

て
、
第
２
代
光
圀
の
御
守
役
を
努
め
、

御
書
院
番
三
百
石
取
で
あ
っ
た（
光
圀

井
利
隆
に
願
っ
て
、
秀
綱
の
旧
屋
敷
の

一
郭
に
、
秀
綱
の
遺
骸
を
葬
り
、
一
寺

を
建
立
し
て
、
苗み

ょ
う
じ字

の
鮭
延
を
も
っ
て

寺
号
と
し
、
そ
の
菩
提
を
弔
っ
た
。（
主

た
る
参
考
資
料
・
鮭
延
寺
沿
革
史
）

　

熊
沢
伯
継
伝

　
　

―

著
者
藤
田
幽ゆ
う
こ
く谷―

　

藤
田
幽
谷（
安
永
３
年
・
１
７
７
４
年

～
文
政
９
年
・
１
８
２
６
年
）は
水
戸
・

徳
川
家
第
７
代
治
紀
の
と
き
に
、
彰
考

館
総
裁
に
抜
擢
さ
れ
大
日
本
史
編
さ
ん

事
業
に
当
た
っ
た
。
儒
学
者
で
も
あ
っ

た
幽
谷
は
、
蕃
山
の
境
涯
や
思
想
学
説

に
共
感
し
て
熊
沢
伯
継
伝
を
書
い
た
。

古河市大堤の正源山鮭延寺の熊沢蕃山墓所
　　（県指定文化財史跡）
　　―写真提供正源山鮭延寺―

思
想
家（
陽
明
学
）熊
沢
蕃
山

　

     

と
牛
久
藩
藩
主
山
口
家

―

蕃
山
の
生
家

野
尻
家
は
代
々
牛
久
藩
重
臣―

　

熊
沢
蕃ば
ん
ざ
ん山

と
牛
久
③
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申…申し込み

問…問い合わせ

HP…ホームページアドレス

牛久市役所☎029-873-2111（代表）
※電話番号などのお間違いにはご注意ください。

暮らしの
情報

■

第
１
１
６
回
う
し
く

ゴ
ッ
多
市
出
店
募
集

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

個
人
、
グ
ル
ー
プ
、
プ
ロ
、
ア
マ
チ
ュ

ア
は
問
い
ま
せ
ん
。
初
め
て
の
方
も
大

歓
迎
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
８
日（
日
）午
前
10
時
～
午

後
３
時

場
所　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
駐

車
場

出
店
料　

（
Ａ
）
１
区
画
２
０
０
０
円
、

（
Ｂ
）半
区
画
１
２
０
０
円

定
員　

（
Ａ
）30
区
画
、（
Ｂ
）20
区
画

申
し
込
み
方
法　

は
が
き
に
①
希
望
す

る
区
画（
Ａ
、
Ｂ
ど
ち
ら
か
を
必
ず

記
載
。「
ど
ち
ら
で
も
」は
不
可
）、
②

氏
名（
ふ
り
が
な
）、
③
郵
便
番
号
、

④
住
所
、
⑤
確
実
に
連
絡
の
と
れ
る

電
話
番
号（
申
し
込
み
内
容
に
つ
い

て
問
い
合
わ
せ
を
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
）、
⑥
出
店
品
目（
例
…
衣
類
、

雑
貨
）
を
明
記
の
上
、「
〒
３
０
０
‐

１
２
９
２
牛
久
市
中
央
３
‐
15
‐
１

牛
久
市
商
工
観
光
課
ゴ
ッ
多
市
係
」

宛
て
に
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

※
記
入
漏
れ
な
ど
、
不
備
が
あ
る
場
合

は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
は
１
組
１
枚（
２
枚
目
以

降
は
無
効
。
複
数
応
募
は
不
可
）。

■

新
年
賀
詞
交
換
会
に 

ご
参
加
を

　

市
で
は
、
平
成
27
年
の

新
年
賀
詞
交
換
会
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。

　

こ
の
賀
詞
交
換
会
は
、
市
内
の
各
界

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
抱
負
を
語
り
、
意
見
の

交
換
を
行
う
と
と
も
に
、
市
の
発
展
を

図
っ
て
い
こ
う
と
毎
年
行
っ
て
い
る
も

の
で
す
。

　

市
民
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

日
時　

１
月
15
日（
木
）午
前
11
時
～

場
所　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル

参
加
費　

３
０
０
０
円

問　

総
務
課
☎
内
線
１
０
１
２

※
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
窓
口
で
の
受
け
付

け
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
期
間　

１
月
５
日（
月
）
～
14
日

（
水
）必
着
※
申
し
込
み
が
定
員
を
超

え
た
場
合
は
抽
選（
抽
選
結
果
は
通

知
し
ま
す
）。

問　

商
工
観
光
課
☎
内
線
１
８
２
３

　

「
広
報
う
し
く
」は
、
毎
月
１
日

号（
行
政
区
配
布
）と
15
日
号（
全

戸
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
）の
月
２
回
発

行
し
て
い
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
全
て
の
内
容
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。

2台目の「震度計」を設置し多角的に測定します！
　地震の際、牛久市の震度は、市役所敷地内に県が設置した「震度計」

により測定されています。

　しかし、市民から「近隣に比べて

牛久の震度は低めに出ているのでは

ないか」といった疑問の声が一部寄

せられていました。そこで市では、

「かっぱの里生涯学習センター」に2台

目となる「震度計」を独自に新設し、よ

り多角的な測定を実施することにし

ました。なお、同センターは、市内の

いくつかの候補地を水戸地方気象台

の専門官が現地調査し、設置に適し

ているとして選定された所です。

　この新しい「震度計」は、同センター南側駐車場付近への設置工事

を行い、平成27年3月中旬に完成、4月から運用開始となる予定です。

運用が開始されると、2台の震度計のデータが県と水戸地方気象台へ

自動的に送られ、テレビなどで発表されることとなります（テレビで

は、高い方の震度のみが発表されます）。

問　交通防災課☎内線1681～1683
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 平成27年1月12日（月・祝） 第39回牛久シティマラソンに伴う 

交通規制およびかっぱ号の一部運休について
◆交通規制箇所と時間

　平成27年1月12日（月・祝）、下記の時間｢牛久シティマラソン｣

開催のため、マラソンコースおよび周辺道路の交通規制を実施し

ます。大変ご迷惑をお掛けしますが、当日は迂
う か い

回などのご協力を

お願いします。

問　牛久シティマラソン実行委員会事務局☎873-2486

◆かっぱ号（運動公園ルート）運休のお知らせ

　「牛久シティマラソン」開催に伴い、下記①～④の

かっぱ号を運休します。

①牛久駅東口（午前7時05分発）…牛久運動公園

…牛久駅東口（午前8時07分着）

②牛久駅東口（午前8時20分発）…牛久運動公園

…牛久駅東口（午前9時22分着）

③牛久駅東口（午前9時40分発）…牛久運動公園

…牛久駅東口（午前10時42分着）

④牛久駅東口（午前10時30分発）…牛久運動公園

…牛久駅東口（午前11時32分着）

問　社会福祉課☎内線1771

交通規制区間

ひたち野うし

く駅前交差点

から上本郷五

差路までの間

は片側のみ交

通規制となり

ます。

■

稀
勢
の
里
応
援
団

稀
勢
の
里
関
を
応
援
し
よ
う
！

　

１
月
11
日（
日
）
か
ら
始
ま
る「
大
相

撲
１
月
場
所
」
で
の
稀
勢
の
里
関
の
勝

数
を
予
想
し
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
的

中
し
た
方
に
は
、「
稀
勢
の
里
応
援
団
加

盟
店
」
か
ら
賞
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す（
当
選
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）。
な

お
、
商
品
の
発
送
を
も
っ
て
、
当
選
の

発
表
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

応
募
方
法　

場
所
中
、「
稀
勢
の
里
応
援

団
の
ぼ
り
」
の
立
っ
て
い
る
応
援
団

加
盟
店
に
あ
る
応
募
用
紙
に
、住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
予
想
し

た
勝
数
を
記
入
の
上
、
お
買
い
物
レ

シ
ー
ト
を
添
付
し
て
応
援
団
加
盟
店

で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
１
人
１
通
の
応
募
と
な
り
ま
す
。

応
募
締
め
切
り
日　

１
月
18
日（
日
）

問　

牛
久
市
観
光
協
会
☎
８
７
４
・
５

５
５
４
HPhttp://w

w
w

.kisenosa
to.

e-ushiku.jp

■

１
月
10
日
は 

「
１
１
０
番
の
日
」

安
心
を
つ
な
ぐ
ダ
イ
ヤ
ル
１
１
０
蕃

警
察
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
♯
９
１
１
０

　

県
内
か
ら
の
１
１
０
番
通
報
は
茨
城

県
警
察
本
部
通
信
指
令
室（
水
戸
市
）に

つ
な
が
り
ま
す
。
通
報
す
る
場
合
、
場

所
は
市
町
村
名
か
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

★
通
報
の
６
ポ
イ
ン
ト

①
事
件
で
す
か
、
事
故
で
す
か
？

②
そ
れ
は
い
つ
で
す
か
？

③
場
所
は
ど
こ
で
す
か
？

④
犯
人
を
見
ま
し
た
か
？
車
の
ナ
ン
バ
ー

は
？
（
人
相
や
逃
走
方
向
・
車
種
な
ど
）

⑤
現
場
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
？
（
け

が
人
は
い
ま
す
か
？
被
害
状
況
は
？
）

⑥
あ
な
た
の
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い

（
通
報
者
の
お
名
前
、
住
所
、
電
話

番
号
な
ど
）

※
携
帯
電
話
で
１
１
０
番
す
る
と
き

は
、
住
所
や
目
標
と
な
る
建
物
、
バ

ス
停
、
交
差
点
な
ど
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。
付
近
に
目
標
物
が
な
い
時
は

「
東
京
電
力
の
電
柱
番
号
」
や「
自
動

販
売
機
の
住
所
ス
テ
ッ
カ
ー
」
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

★
聴
覚
、言
語
に
障
害
が
あ
る
方
の
１
１
０
番

【
メ
ー
ル
１
１
０
番
】h

ttp://ibaraki110.jp

【
Ｆ
Ａ
Ｘ
１
１
０
番
】＃
７
４
１
２
、
ま

た
は
FAX
０
２
９
・
３
０
１
・
６
１
１
０

★
緊
急
を
要
さ
な
い
要
望
、
相
談

【
茨
城
県
警
察
本
部
県
民
安
心
セ
ン

タ
ー
】
＃
９
１
１
０
、
ま
た
は
牛
久
警

察
署
警
務
課
総
合
相
談
係
ま
で

問　

牛
久
警
察
署
地
域
課
☎
８
７
１
・

０
１
１
０
内
線
２
９
２
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■

農
地
中
間
管
理
機
構
よ
り

貸
付
農
地
の
募
集

　

市
で
は
、
茨
城
県
農
地
中
間
管
理
機

構（
茨
城
県
農
林
振
興
公
社
）の
委
託
を

受
け
、
農
地
の
貸
付
希
望
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
農
業
経
営
の
規
模
縮
小
・

経
営
転
換
を
考
え
て
い
る
方
、
農
地
を

相
続
し
た
が
管
理
が
困
難
な
方
な
ど
で
、

農
地
を
貸
し
付
け
た
い
場
合
に
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ま
と
ま
っ
た
農
地

を
貸
し
付
け
た
場
合
な
ど
一
定
の
要
件
を

満
た
し
た
場
合
に
は
、
貸
し
付
け
た
農

家
や
地
域
に
協
力
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

問　

農
業
政
策
課
☎
内
線
１
８
１
１

■

平
成
27
年
度
小
学
校
新
入
学
児

童
に
対
す
る
入
学
祝
品
の
贈
呈

①
茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
で
は
、

ひ
と
り
親
家
庭（
母
子
・
父
子
家
庭
）

の
お
子
さ
ん
に
入
学
祝
品（
学
用
品
）

を
差
し
上
げ
ま
す
。
該
当
児
童
の
い

る
ひ
と
り
親
家
庭
で
入
学
祝
品
を
希

望
さ
れ
る
保
護
者
の
方
は
、
市
児
童

福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

②
な
お
、
今
年
度
は
牛
久
市
社
会
福
祉

協
議
会
よ
り
ラ
ン
ド
セ
ル
の
贈
呈
が

あ
り
ま
す
。
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
締
め
切
り
日　

１
月
16
日（
金
）

申　

①
・
②
…
児
童
福
祉
課
☎
内
線
１

７
３
３

問　

①
…（
社
会
福
祉
法
人
）茨
城
県
母

子
寡
婦
福
祉
連
合
会（
長
島
）☎
０
２

９
・
２
２
１
・
７
５
０
５
、
②
…
児

童
福
祉
課
☎
内
線
１
７
３
３

■

い
ば
ら
き
県
南
若
者
サ
ポ
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
就
労
相
談

　

就
職
に
悩
む
若
者
の
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。
相
談
料
は
無
料
で
す
。

日
時　

１
月
27
日（
火
）午
後
１
時
～
５
時

場
所　

ひ
た
ち
野
リ
フ
レ
第
２
会
議
室

対
象　

15
歳
～
39
歳
の
若
年
無
業
者
お

よ
び
そ
の
家
族

申
し
込
み
方
法　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
相
談
日
の
３
日
前

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　

い
ば
ら
き
県
南
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン（
一
般
社
団
法
人
ア
イ

ケ
イ
つ
く
ば
）☎
８
９
３
・
３
３
８

０
FAX
８
９
３
・
３
３
８
１
Ｅ
メ
ー
ル

info@
sa

posute-tsukuba
.jp

■

元
気
い
ば
ら
き
就
職
面

接
会（
つ
く
ば
会
場
）

　

合
同
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

複
数
の
企
業
の
人
事
担
当
者
と
直
接
お

会
い
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
※
参
加

費
無
料
、
事
前
予
約
不
要
。

日
時　

１
月
23
日（
金
）午
後
１
時
20
分
～

３
時
30
分（
受
付
午
後
０
時
50
分
～
）

場
所　

つ
く
ば
市
役
所
本
庁
舎
２
階
２

０
１
会
議
室（
つ
く
ば
市
研
究
学
園

１
‐
１
‐
１
）

対
象　

学
生
を
除
く
若
年
者
や
離
職
中

の
求
職
者

参
加
企
業
数　

約
20
社

問　

い
ば
ら
き
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
県
南

地
区
セ
ン
タ
ー
☎
８
２
５
・
３
４
１
０

■

Ａ
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ 

Ｎ
Ｅ
Ｗ  

Ｂ
Ｏ
Ｄ
Ｙ

脂
肪
燃
焼
効
果
の
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
！

　

大
好
評
の
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
が
期
間
限

定
で
月
・
水
・
金
曜
日
に
開
催
中
で
す
。

新
し
い
年
を
迎
え
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
ょ
う
。

日
時

●
は
じ
め
て
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
初
心
者
…

１
月
５
日
・
19
日
、
２
月
２
日
・
16

日
、
３
月
２
日
・
16
日
・
30
日
の
月

曜
日
午
前
10
時
～
10
時
45
分

●
か
ん
た
ん
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
初
級
者
…

１
月
７
日
・
14
日
・
21
日
・
28
日
、

２
月
４
日
・
18
日
・
25
日
、
３
月
４

日
・
11
日
・
18
日
・
25
日
の
水
曜
日

午
前
10
時
～
10
時
55
分

●
ら
く
ら
く
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
初
級
者
…

１
月
９
日
・
16
日
・
23
日
・
30
日
、

２
月
６
日
・
13
日
・
20
日
、
３
月
６

日
・
13
日
・
20
日
の
金
曜
日
午
前
10

時
～
10
時
45
分

場
所　

牛
久
運
動
公
園
体
育
館
サ
ブ
ア

リ
ー
ナ

利
用
料　

市
内
の
方
３
３
０
円
、
市
外

の
方
４
９
０
円（
お
得
な
回
数
券
11

回
分
も
あ
り
ま
す
）

持
ち
物　

運
動
に
適
し
た
服
装
、
シ
ュ
ー

ズ
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
な
ど

問　

牛
久
運
動
公
園
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
室
☎
８
７
３
・
２
４
８
６
内
線
16

■

平
成
26
年
度
後
期（
春
季
） 

牛
久
市
民
硬
式
テ
ニ
ス
教
室

日
程　

２
月
１
日
・
８
日
・
15
日
・
22

日
の
日
曜
日（
全
４
回
）

時
間　

午
前
９
時
～
正
午（
初
日
は
午

前
９
時
受
付
開
始
、
午
前
９
時
30
分

説
明
。以
後
は
午
前
９
時
よ
り
開
始
）

場
所　

牛
久
運
動
公
園
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
小

学
生（
６
歳
）以
上
。
※
初
・
中
級
者

が
対
象
、
そ
れ
以
上
の
方
も
可
能
。

定
員　

一
般
20
人
、
小
学
生
10
人

受
講
費　

１
人
２
５
０
０
円（
受
講
初

日
に
徴
収
）

持
ち
物　

運
動
で
き
る
服
装
、
テ
ニ
ス

シ
ュ
ー
ズ
、
ラ
ケ
ッ
ト
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市内保育園の子育て支援親
子で
遊ぼう！ 毎月テーマを決めて親子で参加できる活動を行っています

（対象：1歳児から就学前まで）。
※�園開放日はどなたでも利用できますが、園行事などで

利用できない場合があります。

保　育　園 日　程 ・ 内　容 園（庭）開放時間

【ペンギンクラブ】☎871-5740
つばめ保育園（遠山町764-1）

1月6日（火）「でんでんだいこ作り」
時間10：00～

【開設時間】（月～金）10：00～17：00
【園庭開放】（土）9：30～11：00
※要予約。

【ころころランド】☎873-5528
ふたばランド保育園（中央5-5-2）

1月13日（火）「親子ふれあいあそび」、1月20日（火）「鬼のお面づくり」
時間10：00～※40分程度の活動。開始時間までに来園。

【開設時間・園開放】（月～金）
8：30～13：30

【ピヨピヨひろば】☎871-6928
つつじが丘ふたばランド保育園

（田宮町199-1）

1月13日（火）「ふくわらいを作ってあそぼう！」
時間10：00～※40分程度の活動。開始時間までに来園。

【開設時間・園開放】（月～金）
9：00～13：00、15：00～16：00

【くれよんぱーく】☎873-9560
牛久ふれあい保育園

（牛久町1606　向台小学校内）

1月15日（木）「小麦粉粘土」　
1月29日（木）「鬼のお面製作」
時間10：00～12：00※3日前までに電話で申し込み。

【開設時間・園庭開放】（月～金）
10：00～15：00
※要予約。

【たんぽぽひろば】☎886-9773
ひたち野うしく保育園つくしんぼ

（東猯穴町1286-1）

1月22日（木）「親子リズム遊び」
時間10：00～11：00
※定員10組。前日までに電話で申し込み。

【開設時間・園庭開放】（月～金）
9：00～13：00、15：00～16：00

【カンガルーポケット】☎875-0056
奥野さくらふれあい保育園

（久野町725　奥野小学校内）

1月20日（火）「お正月遊びを楽しもう」
時間9：30～11：00
※前日までに電話で申し込み。

【園庭開放】（月～金）
9：30～11：00
※前週までに申し込み。

【としおちゃん】☎874-3993
牛久みらい保育園（東猯穴町1260-11）
※0歳児から参加できます。

1月14日（水）「食事体験会」
時間11：00～※前日までに予約、食事代親子で450円。
1月20日（火）育児講座「手作りおもちゃ講座」
時間10：30～※前日までに予約。
1月24日（土）「冬まつり」※詳細はお問い合わせください。

【開設時間・園庭開放】（月～金）
9：00～12：00、15：00～17：00

【保育参観・参加】（月～金）
9：30～12：00

【いちごくらぶ】☎893-2618
牛久めぐみ保育園（下根町774-1）
※0歳児から参加できます。

1月9日（金）・30日（金）「親子ビクス」※定員25組。
時間10：00～※前日までに電話で申し込み。
1月19日（月）「おはなし広場」
時間10：00～

【開設時間】（月～金）
�9：30～12：00、13：00～15：30

★各保育園では、育児相談を受け付けています。子育ての不安や迷い、ちょっとした悩みでもお気軽にスタッフにご相談ください。

平成27年度公立保育園の非常勤職員募集
職　　種 短時間保育士（遅番）

募集人数 若干名

条　　件
65歳未満の方で保育士免許取得の方もしく
は今年度中に免許取得予定の方

報　　酬
時給1,000円
※キャリアアップ制度あり。

勤務日数・
時　　間

【勤務日数】週5日間
【勤務時間】1日2時間  ※時差出勤あり。

交 通 費
交通用具（交通手段）利用の場合、通勤距離
に応じて支給

任用期間
平成27年4月1日～平成28年3月31日
※ただし、勤務実績により再任用制度あり。

休暇・休日
日曜日、祝日、年末年始（交代で土曜日出勤あり）
※勤務日数に応じて年次有給休暇付与。

選考方法　書類選考および面接試験※面接日：後日対象者

にご連絡します（2月上旬予定）。

申し込み方法　「非常勤・臨時職員登録申込書」に必要事項

を記入の上、写真（4cm ×3㎝）を貼付して、保育園課窓

口にお申し込みください。後日対象者に連絡後、面接を

行い合否の結果をお知らせします。

申込締め切り日　1月23日（金）※募集人数に達しない場合

は期限を延長しますので、お問い合わせください。

申・問　保育園課☎内線1761、1762

申
込
期
間　

１
月
５
日（
月
）～
17
日（
土
）

主
催　

牛
久
市
体
育
協
会
硬
式
テ
ニ
ス
部

申
・
問　

牛
久
市
体
育
協
会
事
務
局
☎

８
７
３
・
２
４
８
６

■

弓
道
初
心
者
教
室 

受
講
生
募
集

　

弓
道
の
基
本
を
体
験
す
る
と
と
も

に
、健
康
な
体
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

日
時　

２
月
７
日
～
３
月
15
日
の
土
・

日
曜
日
の
午
前
９
時
30
分
～
正
午

（
２
月
22
日（
日
）・
28
日（
土
）を
除
く
）

場
所　

牛
久
運
動
広
場
弓
道
場

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
者（
学
生
を

除
く
）

参
加
費　

４
０
０
０
円（
受
講
料
、
ス

ポ
ー
ツ
保
険
料
を
含
む
）

申
し
込
み
方
法　

１
月
25
日（
日
）午
後

１
時
30
分
～
４
時
30
分
に
牛
久
弓
道

場
で
参
加
費
を
添
え
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

主
催　

牛
久
市
体
育
協
会
牛
久
弓
道
会

問　

右
近
☎
０
９
０
・
７
２
０
７
・
９
８

６
９
Ｅ
メ
ー
ルhynjx614@

yahoo.co.jp
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■

チ
ャ
リ
テ
ィ
ダ
ン
ス

パ
ー
テ
ィ

日
時　

１
月
10
日（
土
）
午
後
１
時
30

分
～
４
時
30
分

場
所　

牛
久
運
動
公
園
体
育
館
メ
イ
ン

ア
リ
ー
ナ

参
加
費　

１
０
０
０
円（
ド
リ
ン
ク
付

き
）※
当
日
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

主
催　

牛
久
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

問　

牛
久
市
体
育
協
会
事
務
局
☎
８
７
３
・

２
４
８
６
、
牛
久
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協

会
事
務
局（
竹
内
）☎
８
７
３
・
８
０
１
０

■

第
22
回
ヘ
ル
シ
ー
ボ
ー
ル

大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

　

初
心
者
大
歓
迎
。チ
ー
ム
編
成
の
上
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
22
日（
日
）午
前
９
時
～
正

午（
開
会
式
午
前
８
時
30
分
～
）

場
所　

牛
久
運
動
公
園
体
育
館

種
目　

一
般
女
子
の
部
、
一
般
男
女
混

合（
一
般
は
中
学
生
以
上
）、
子
ど
も

の
部（
小
学
生
以
上
）
※
１
チ
ー
ム

５
～
10
人
で
編
成
。

対
象　

小
学
生
以
上
な
ら
ど
な
た
で
も

定
員　

70
チ
ー
ム
※
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
。

参
加
費　

１
チ
ー
ム
１
０
０
０
円（
保

険
代
含
む
）

持
ち
物　

上
履
き
、
運
動
の
で
き
る
服
装

申
し
込
み
方
法　

チ
ー
ム
単
位
で
申
込

用
紙
に
記
入
の
上
、
参
加
費
を
添
え

て
牛
久
運
動
公
園
内
牛
久
市
体
育
協

会
事
務
局
ま
で
直
接
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

申
込
締
め
切
り
日　

１
月
30
日（
金
）

問　

牛
久
市
体
育
協
会
事
務
局
☎
８
７

３
・
２
４
８
６

■

犬
・
ね
こ
の
幸
せ
さ
が
し

（
譲
渡
会
）

　

牛
久
市
内
で
保
護

さ
れ
た
犬
・
ね
こ

達
の
幸
せ
探
し（
譲

渡
会
）を
行
い
ま
す
。

新
し
い
家
族
の
一
員
と
し
て
、
大
切
に

飼
っ
て
く
だ
さ
る
方
を
探
し
て
い
ま
す
。

日
時　

１
月
24
日（
土
）午
前
10
時
～
正
午

場
所　

市
役
所
分
庁
舎
第
２
会
議
室（
２
階
）

※
当
日
は
バ
ザ
ー
を
開
催
。
バ
ザ
ー
用

品
の
寄
付
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
今
回
の
譲
渡
会
は
、
牛
久
市
と
共
催

団
体
が
保
護
し
た
動
物
の
譲
渡
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
個
人
ま
た
は
他

の
団
体
で
保
護
さ
れ
た
犬
や
ね
こ
の

参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
動
物
た
ち
は
当
日
お
渡
し
で
き
ま
せ

ん
。
後
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
ご
自

宅
に
お
届
け
し
ま
す
。

※
新
し
い
飼
い
主
に
な
る
に
は
、
条
件

が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
会
場
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

主
催　

牛
久
市

共
催　

い
ば
ら
き
い
き
も
の
ね
っ
と

問　

環
境
政
策
課
☎
内
線
１
５
６
３

■

食
中
毒
は
夏
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
！

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
に
注
意

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
性
胃
腸

炎
や
食
中
毒
は
１
年
を
通
し
て
発
生
し

て
い
ま
す
が
、
特
に
冬
季
に
流
行
し
ま

す
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
手
指
や
食
品
な
ど

を
介
し
て
人
に
感
染
し
、
お
う
吐
、
下
痢
、

腹
痛
な
ど
を
起
こ
し
ま
す
。
子
供
や
お

年
寄
り
の
場
合
、
重
症
化
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
症
状
が
治
ま
っ
た
後
で
も
ウ

イ
ル
ス
が
１
カ
月
近
く
便
中
に
排
泄
さ

れ
る
の
で
感
染
予
防
が
重
要
で
す
。

　

外
出
や
ト
イ
レ
の
後
、
調
理
前
後
や

食
事
前
は「
薬
用
石
け
ん
で
30
秒
以
上
の

1月の休館日
全館休館日…�1日（木・祝）～3日（土）・

13日（火）・26日（月）
※�市役所エスカード出張所は、上記

に加え12日（月・祝）も休館。

映画上映会
1月18日（日）午後2時

『ファンタジア』（アニメ）

牛久おもちゃ病院
1月18日（日）午前10時～正午

おはなし会
＊おはなしよんで
　…�1月7日・14日・21日・28日の 

水曜日午後2時
＊おはなし会
　…�1月10日・17日・24日の土曜日 

午後2時（3日・31日は休み）
＊おはなしとんとん
　…1月11日（日）午前11時
＊うさちゃんきいて
　…1月16日（金）午前10時30分

　問　市中央図書館☎871-1400

図書館 1月 の予定
〈場所：市中央図書館〉

　市の情報をお届けする「かっぱメール」

にご登録ください。Y
ヤ フ ー

ahoo! や G
グ ー グ ル

oogle など

の検索サイトで、【かっぱメール】と検索し、

かっぱメール登録・解説ページ（牛久市公

式ウェブサイト）にアクセスし、ご登録くだ

さい。登録方法などご不明な点は下記へお

問い合わせください。

問　情報政策課☎873-2111内線1673

「かっぱメール」に登録しましょう！
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入
念
な
手
洗
い
」を
遂
行
し
ま
し
ょ
う
。

問　

茨
城
県
竜
ケ
崎
保
健
所
衛
生
課 

☎
０
２
９
７
・
62
・
２
１
６
３

■

筑
波
銀
行
年
金
無
料
相
談

（
要
予
約
）

　

「
裁
定
請
求
書
」
の
作
成
、「
添
付
書

類
」
の
ご
案
内
な
ど
の
お
手
伝
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

★
第
２
土
曜
日
年
金
相
談
会

日
時　

１
月
10
日（
土
）午
前
10
時
～
午

後
４
時

場
所　

す
ま
い
る
プ
ラ
ザ
牛
久（
ひ
た

ち
野
う
し
く
支
店
内
）

申
・
問　

筑
波
銀
行
牛
久
支
店（
蒲
谷
）

☎
８
７
２
・
１
３
１
０

■

障
害
者
就
職
面
接
会 

（
土
浦
会
場
）

　

参
加
を
希
望
す
る
事
業
主
・
障
が
い

者
の
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
５
日（
木
）午
後
１
時
～
３

時
30
分（
受
付
午
後
０
時
30
分
～
）

場
所　

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
東
雲（
つ
く

ば
市
小
野
崎
４
８
８
‐
１
）

主
催　

茨
城
労
働
局
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
土

浦
・
常
総
・
石
岡
・
龍
ケ
崎
、
茨
城
県

申
・
問　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
龍
ケ
崎

　

☎
０
２
９
７
・
60
・
２
７
２
７
FAX
０

２
９
７
・
65
・
３
０
６
０

　普段はお仕事が中心のお父さんと子どもが、楽しみながら一緒に調理・食事をすることを通して、

お父さんは子育てに関わっていくことの新鮮さ、大切さを感じ、子どもも父親と共にクッキングす

る喜びを味わうことができるよう、この企画を実施します。ワーク・ライフ・バランス（仕事と生

活の調和）の実現を目指す今、父親が子育てに関わる貴重な機会ですので、ぜひご参加ください。

　初めての挑戦でも大丈夫です。ベテランの先生が分かりやすく教えてくれます。

定員　12組24人（小学生1人とその父親）

参加費　1人700円 

　※当日にキャンセルされた場合、キャンセル料（会費相当分）をいただきますので、ご了承ください。

申込期間　1月5日（月）～30日（金）

申し込み方法　電話､ FAX でお申し込みいただくか、市民活動課ホームページ（http://www.city.

ushiku.lg.jp/section.php?code=8）から申し込みフォームに入力の上、送信してください。※住所、

お子さんとお父さんの氏名、電話番号、お子さんの学校名、学年をお知らせください。

注意事項　市内居住の方に限ります。申し込み多数の場合は抽選。その際、初めて参加する方を優先

とする場合があります。使用する材料は、乳、小麦粉、卵、りんご、ごま、大豆、牛肉、鶏肉、

豚肉が含まれます。

主催　牛久市　　　後援　牛久市教育委員会

パパといっしょに
クッキング！ 男

ひと

と女
ひと

・共にめざそう明日のうしく

男女共同参画をめざして
牛久市男女共同参画推進室☎内線1631

日 時 　�2月21日（土） 
午前9時30分～午後1時30分

場 所 　�市保健センター栄養実習室（2階）

問　市民活動課男女共同参画推進室　☎内線1631FAX873-2401

【メニュー】

●�タコライス（ご飯の上に炒めたひき肉とレタスやチーズをのせます）

●季節の野菜たっぷりけんちん汁　　　　●れんこんと豆のサラダ

●簡単手作りアップルパイ　　　　　　　●紅茶

お父さ
んと

いっし
ょ
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隊
の
成
否
に
つ
い
て
検
証
し
た
い
。

講
師　

板
宮 

和
雄
氏

参
加
費　

３
０
０
円（
資
料
代
）

主
催　

牛
久
史
談
会

問　

事
務
局（
染
谷
）☎
０
９
０
・
７
９

４
８
・
３
３
６
１

■

か
が
や
き
展

　

市
内
小
中
学
校
の
特
別
支
援
学
級
に

学
ぶ
児
童
生
徒
た
ち
の
作
品
展
で
す
。
発

想
豊
か
な
創
作
品
の
数
々
を
展
示
し
ま
す
。

日
時　

１
月
16
日（
金
）～
18
日（
日
）

場
所　

エ
ス
カ
ー
ド
牛
久
・
イ
ズ
ミ
ヤ

イ
ン
ナ
ー
モ
ー
ル（
２
階
）

主
催　

牛
久
市
教
育
研
究
会
特
別
支
援

教
育
研
究
部

問　

酒
井
☎
８
７
２
・
０
３
０
４（
岡

田
小
学
校
）

■

新
春
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
小
品

展
２
０
１
５

タ
カ
シ
サ
イ
ト
ウ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

市
内
の
美
術
作
家
を
中
心
に
絵
画
、

彫
刻
、
陶
芸
な
ど
の
小
作
品
を
出
品
し

て
い
た
だ
き
、
展
示
販
売
を
し
ま
す
。

売
り
上
げ
の
一
部
を
牛
久
市
社
会
福
祉

協
議
会
へ
寄
付
し
ま
す
。

日
時　

１
月
６
日（
火
）～
25
日（
日
）午

前
10
時
～
午
後
５
時（
最
終
日
は
午

■

牛
久
愛
和
病
院 

第
49
回
生
活
習
慣
病
教
室

テ
ー
マ　

「
高
血
圧
に
ご
用
心
」～
日
本

人
間
ド
ッ
ク
学
会
基
準
値
と
の
違
い
～

　

医
師
、
各
部
門
ス
タ
ッ
フ
が
あ
な
た

の
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す（
予
約
不
要
）。

日
時　

１
月
29
日（
木
）
午
後
２
時
30

分
～
３
時
30
分

場
所　

牛
久
愛
和
総
合
病
院
Ｂ
館
２
階

大
ホ
ー
ル

講
師　

飯
野
均
医
師（
循
環
器
科
医
長
）

参
加
費　

無
料

主
催　

牛
久
愛
和
総
合
病
院
広
報
委
員
会

問　

牛
久
愛
和
総
合
病
院
総
務
課
☎
８

７
３
・
３
１
１
１（
代
表
）

■

歴
史
を
語
り
合
う
会 

（
予
約
不
要
）

日
時　

１
月
25
日（
日
）午
後
２
時
～
５
時

場
所　

エ
ス
カ
ー
ド
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
第
１
・
２
講
座
室（
４
階
）

演
題　

「
検
証
、八
甲
田
山
雪
中
行
軍
、

　

遭
難
事
件
」

内
容　

明
治
35
年
１
月
、
八
甲
田
山
で
、

雪
中
訓
練
の
た
め
、
青
森
歩
兵
５
連

隊
が
雪
中
行
軍
を
試
み
、
全
員
に
近
い

１
９
９
名
が
遭
難
死
し
た
。
一
方
、
弘

前
歩
兵
31
連
隊
は
八
甲
田
山
を
雪
中

踏
破
し
た
が
、
そ
の
快
挙
は
大
遭
難
の

ニ
ュ
ー
ス
に
埋
も
れ
て
し
ま
っ
た
。
各

【 稲敷地方広域市町村圏事務組合からのお知らせ 】
平成27・28年度競争入札
参加資格審査申請受け付け

　平成27年5月1日から平成29年

4月30日までに発注する建設工

事、測量・建設コンサルタント等

業務、物品購入および役務提供

などの競争入札参加資格審査申

請の受け付けを行います。入札

参加希望者は、必ず資格審査を

受けてください。詳細について

は、当組合ホームページ（http://

www.inashiki-kouiki.jp/）に掲

載しています。

受付期間　�平成27年2月1日（日） 

～3月31日（火）

【平成25年度決算状況】
◆一般会計� （単位：千円）

歳 入 歳 出
項 目 収入済額 構 成 比 項 目 支出済額 構 成 比

分賦金及び負担金 3,271,620 95.7％ 議 会 費 2,324 0.1％
使用料及び手数料 7,517 0.2％ 総 務 費 128,920 3.8％

国庫支出金 10,551 0.3％ 消 防 費 3,110,908 92.4％
財 産 収 入 72 0.0％ 公 債 費 125,492 3.7％
寄 付 金 0 － 予 備 費 0 －
繰 入 金 6,000 0.2％
繰 越 金 27,418 0.8％
諸 収 入 11,653 0.3％
組 合 債 83,900 2.5％
歳 入 合 計 3,418,731 100.0％ 歳 出 合 計 3,367,644 100.0％

◆特別会計� （単位：千円）

会 計 名 歳 入 歳 出 会 計 名 歳 入 歳 出
老人ホーム特別会計 110,219 107,040 水防事業特別会計 10,670 10,112

【平成26年度上半期（4月～9月）の歳入歳出予算執行状況】� （単位：千円）

会 計 名 予 算 額
歳 入 歳 出

収入済額 収 入 率 支出済額 支 出 率
一 般 会 計 4,749,989 2,290,879 48.2％ 1,744,165 36.7％

老人ホーム特別会計 113,400 49,102 43.3％ 46,969 41.4％
水防事業特別会計 9,800 6,676 68.1％ 2,427 24.8％

財政状況について

申・問　稲敷地方広域市町村圏 
事務組合事務局管理課 
☎0297-64-3741
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牛
久
の
巨
樹

岡
見
町
八
坂
神
社
の
ス
ギ

　

国
道
４
０
８
号
を
成
田
方
面
に
進
み
、
岡

見
交
差
点
を
左
折
し
２
０
０
ｍ
ほ
ど
で
左
側

が
八
坂
神
社
で
す
。
鳥
居
の
北
側
に「
市
民

の
木
No
・
36
ス
ギ
」が
、
本
殿
裏
に「
市
民
の

木
No
・
35
ス
ギ
」が
、
立
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
６
年
の
測
定
で
は
、
No
・
35
が
幹

周
３
・
53
ｍ
、
樹
高
25
・
５
ｍ
、
最
大
樹
冠

幅
12
・
２
ｍ
、
No
・
36
が
同
じ
く
２
・
91
ｍ
、

26
・
５
ｍ
、
11
・
０
ｍ
で
し
た
。

　

ス
ギ
は
、
本
州
～
九
州（
屋
久
島
）の
主
と

し
て
、
太
平
洋
側
に
多
く
分
布
し
て
い
ま
す
。

常
緑
針
葉
樹
の
高
木
で
、花
は
雄
雌
が
別
で
、

２
～
４
月
。
果
実
は
球
形
、
長
さ
２
～
３
㎝

で
、
10
月
に
熟
し
ま
す
。
種
子
は
５
～
７
㎜

で
す
。
林
業
上
の
重
要
樹
種
で
、
建
築
材
な

ど
に
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈「
牛
久
の
巨
樹
」72
～
73
ペ
ー
ジ
掲
載
〉

※『
牛
久
の
巨
樹
』は
緑
化
推
進
課
で
販
売
中

（
一
部
１
２
０
０
円
）。

資
料
提
供
…
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
う
し
く
里
山
の
会

〈
樹
木
リ
サ
ー
チ
﹀（
文
…
石
川
満
夫
、
写

真
…
NO
・
35
臼
井
英
雄
、NO
・
36
戸
塚
昌
宏
）

問　

緑
化
推
進
課
☎
内
線
１
５
１
１

後
４
時
ま
で
）

場
所　

サ
イ
ト
ウ
コ
ー
ヒ
ー
併
設
タ
カ

シ
サ
イ
ト
ウ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

主
催　

サ
イ
ト
ウ
コ
ー
ヒ
ー

問　

齋
藤
☎
８
７
２
・
８
９
５
１
Ｅ

メ

ー

ル

ta
ka

shi@
sa

itoh-coffee.

com

HP

http://w
w

w
.sa

itoh-coffee.

com

■

平
地
林
の
手
入
れ
作
業「
森

林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」募
集

　

身
近
に
あ
る
平
地
林
・
里
山
を
あ
な

た
の
手
で
守
り
育
て
ま
せ
ん
か
。
活
動

終
了
後
に
新
年
会
を
行
い
ま
す
。
新
年

会
の
み
の
参
加
も
歓
迎
。
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

日
時　

１
月
18
日（
日
）午
前
８
時
30
分 

～
11
時
30
分（
終
了
後
よ
り
新
年
会
）

場
所　

岡
見
城
址（
岡
見
町
１
５
６
７
）

※
現
地
集
合
。

内
容　

下
草
刈
り
、
伐
採
、
枝
打
ち

持
ち
物　

ナ
タ
、
カ
マ
、
の
こ
ぎ
り
、

作
業
服
、
手
袋
、
飲
み
水
、
保
険
代

１
人
３
０
０
円（
１
家
族
５
０
０
円
）

新
年
会
場
所　

ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
牧
園

（
つ
く
ば
市
牧
園
１
‐
１
）※
１
人
３

０
０
０
円
程
度
。

主
催　

木
と
ふ
れ
あ
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

申
・
問　

事
務
局（
阿
部
）☎
８
７
３
・

６
４
２
４

No.35No.36
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再生紙、環境に優しい植物油インキを
使用しています。

平成27年1月1日（1136）号
発行・編集 / 牛久市市民活動課
　〒300-1292  茨城県牛久市中央3丁目15番地1
　☎029-873-2111 FAX029-873-2401
　HP http://www.city.ushiku.lg.jp/牛久市は

スローフードを
応援しています。

…… しあわせをよぶレシピ ……� 問　健康管理課（市保健センター内）☎内線1742

❖ フライパンでつくる伊達巻　（1本分）591kcal

　おせち料理は年の初めに年神様と食をともにするハレの日の食事で、家族の健康と幸福や豊作を祈る

思いが込められています。今回は、「新年もしあわせな1年となりますように」と願いをこめて、平成24年

に掲載して大好評だった伊達巻と、茨城県特産のれんこんを使ったお正月向けのお料理をご紹介します。

　おせち料理は手作りすると、市販品よりも甘さ、塩分を控えることができます。おもてなしにもピッ

タリですので、ぜひ！お試しください。

◆作り方

① 卵は割って軽くほぐす。はんぺんは袋に入れたまま手でよくつぶす。

② ミキサーの中に材料Ａをすべて入れ、30秒ほど混ぜる。

③ �フッ素樹脂加工のフライパン（26㎝くらいのもの）に油を薄く、まん

べんなく塗り、中火にかける。温まったら、ミキサーの生地を流し

こみ、蓋かアルミホイルをかけて弱火で7～8分焼く。

④ �表面を指でさわってくっつかなければ火を消し、ふたをしたまま3

分蒸らす。

⑤ �フライ返しを生地とフライパンの間に入れて1周させ、生地を離し、

まな板の上に焼き面が下のまま取り出し、両側を切り落とす。

⑥ �鬼すだれ（巻きす）の上にラップを敷き、その上に⑤を焼き面が下のま

まのせて、巻きやすいように均等に3本くらい浅く切り込みを入れる。

⑦ �⑤で切り落とした部分を⑥にのせて芯にして、手前からきつく巻い

て両端を輪ゴムでとめ、冷めるまで置いておく。

⑧ 好みの厚さに切って盛り付ける。

◆ 材料（1本分）

卵………………………… 4個

はんぺん………………… 1枚

砂糖……………………… 30g

みりん……………… 大さじ1

サラダ油…………… 小さじ1

A

❖ れんこんまんじゅう　（1人分）73kcal

◆作り方

① �れんこんは皮をむき、目の粗いおろし金ですりおろし、塩を加えよく混ぜる。

② むきえびは水気をふき取る。ぎんなんは、殻を除きゆでて薄皮をむく。

③ �①のれんこんを4等分にして軽くまとめて耐熱皿に入れ、むきえび、ぎんなんをのせて、蒸気の上がった

蒸し器で8分くらい蒸す。

④ �あんをつくる。鍋にだし、みりん、しょうゆを入れて火にかけ、煮立ったら火を止め、水溶き片栗粉を

加えてよく混ぜる。再び火にかけて混ぜ、とろみがついたら火から下ろす。

⑤ ③を器に盛り、④のあんをかけ、すりおろしたゆずの皮を散らす。

◆ 材料（4人分）

れんこん…………………250g

塩………………… 小さじ1/2

むきえび………………… 40g

ぎんなん…………………12個

だし汁…………………… 150ml

みりん・しょうゆ	各大さじ1/2

片栗粉・水………… 各小さじ2

ゆずの皮…………………… 少々

このレシピは「食と健康の応援団」

ヘルスメイト（食生活改善推進員）

が作成しました。手作りおせち


